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住民からの熱い意見がぞくぞく
第１回美咲町議会報告会
住民の意見を町政に問う
議員15人が一般質問
連載企画　どうなった？？あの質問

美咲町HPアドレス　http://www.town.misaki.okayama.jp/index.htm
みんなの想いを乗せて走るラッピング列車（JR 津山線）
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美咲町議会　報告会を開催
平成24年８月21日～24日

　

美
咲
町
議
会
基
本
条

例
に
基
づ
き
、
第
一
回

美
咲
町
議
会
報
告
会
を

町
内
５
会
場
で
開
催
い

た
し
ま
し
た
。

　

初
の
試
み
で
心
配
な

面
も
あ
り
ま
し
た
が
、

各
会
場
と
も
活
発
な
ご

意
見
と
と
も
に
議
会
に

対
す
る
温
か
い
励
ま
し

を
賜
り
、
心
よ
り
厚
く

お
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

　

紙
面
の
都
合
で
全
部

は
掲
載
で
き
ま
せ
ん

が
、
皆
さ
ま
か
ら
い
た

だ
い
た
主
な
ご
意
見
、

ご
要
望
と
そ
れ
に
対
す

る
回
答
を
紹
介
し
ま
す
。

　

我
々
議
会
と
し
て
も

有
意
義
な
議
会
報
告
会

で
あ
っ
た
と
感
じ
て
お

り
ま
す
。

　

今
後
も
年
一
回
以
上

の
報
告
会
を
開
催
し
、

町
民
皆
様
の
ご
意
見
を

い
た
だ
き
な
が
ら
、
美

咲
町
に
住
ん
で
良
か
っ

た
と
実
感
で
き
る
町
づ

く
り
に
邁
進
し
て
ま
い

り
ま
す
の
で
ご
協
力
を

お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

議
長
あ
い
さ
つ

Q　
議
員
の
報
酬
は
い

く
ら
か
。
町
民
に
奉

仕
す
る
議
員
に
賞
与
は
必

要
な
い
。

　

議
会
・
委
員
会
の
開
催

日
数
、
各
議
員
の
出
欠
状

況
を
議
会
だ
よ
り
で
報
告

を
。A　

議
員
報
酬
は
一
般

議
員
で
月
24
万
円
。

賞
与
は
報
酬
と
い
う
形

で
、
美
咲
町
議
会
だ
け
で

な
く
、
県
議
や
国
会
議
員

に
も
出
て
い
ま
す
が
、
ご

意
見
と
し
て
承
っ
て
お
き

ま
す
。

　

ま
た
、
美
咲
町
で
は
文

書
交
通
費
や
政
務
調
査
費

は
一
切
支
給
さ
れ
て
お
り

ま
せ
ん
。

　

議
会
関
係
の
費
用
明

細
、
議
員
の
活
動
内
容
を

11
月
の
議
会
広
報
で
毎
年

掲
載
し
て
お
り
ま
す
。

Q　
議
会
が
視
察
・
研

修
を
行
っ
た
後
、
町

の
政
策
と
し
て
反
映
さ
れ

た
も
の
は
。

　

視
察
し
た
新
エ
ネ
ル
ギ

ー
政
策
を
ど
う
具
体
化
さ

せ
る
の
か
。

A　
協
働
の
ま
ち
づ
く

り
の
視
察
で
組
織
作

り
を
研
修
し
現
在
に
役
立

て
て
い
ま
す
。
ま
た
ス
ポ

ー
ツ
の
専
門
家
が
介
護
予

防
を
行
う
事
業
を
視
察

し
、
秋
か
ら
モ
デ
ル
地
区

で
実
践
し
ま
す
。

　

新
エ
ネ
ル
ギ
ー
は
県
へ

太
陽
光
発
電
施
設
の
、
美

咲
町
誘
致
を
要
望
し
て
い

ま
す
。

Q　
70
歳
以
上
の
人
間

ド
ッ
ク
受
診
の
補
助

金
は
出
せ
な
い
か
。

A　
セ
ッ
ト
検
診
、
集

団
検
診
は
無
料
で
行

っ
て
い
ま
す
。
委
員
会
で

検
討
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま

す
。Q　

一
問
一
答
方
式
で

は
議
案
の
焦
点
が
ぼ

や
け
る
の
で
は
な
い
か
。

A　
美
咲
で
は
一
般
質

問
と
議
案
質
問
は
は

っ
き
り
分
け
て
行
っ
て
い

る
の
で
、
そ
の
点
は
心
配

な
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

Q　
起
債
が
減
少
し
て

基
金
が
増
え
た
要
因

は
何
か
。

A　
起
債
の
繰
り
上
げ

償
還
を
行
い
、
財
政

健
全
化
に
取
り
組
み
ま
し

た
。

　

ま
た
、
毎
年
財
政
調
整

基
金
を
積
み
立
て
、
合
併

特
例
交
付
金
を
利
用
し
て

議
会
報
告
会
の

ご
意
見
Ｑ
＆
Ａ

 議会報告会の様子 （旭町民センター）

美咲町議会議長
三船　勝之
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元
気
な
町
づ
く
り
基
金
な

ど
を
積
ん
だ
結
果
だ
と
思

い
ま
す
。

Q　
ニ
ュ
ー
ジ
ー
ラ
ン

ド
と
の
交
流
は
続
け

る
べ
き
だ
。

A　
基
金
を
作
っ
て
ホ

ー
ム
ス
テ
イ
を
継
続

し
ま
す
。

Q　
総
合
型
地
域
ス
ポ

ー
ツ
ク
ラ
ブ
の
今
後

に
対
す
る
町
の
考
え
は
。

健
康
増
進
・
介
護
予
防
・

予
防
医
療
に
対
す
る
町
の

方
針
は
。

A　
ス
ポ
ー
ツ
ク
ラ
ブ

の
方
向
性
と
し
て
、

町
は
最
終
的
に
は
自
立
し

て
ほ
し
い
と
の
思
い
で
す
。

　

今
回
美
咲
町
で
も
専
門

家
に
よ
る
健
康
教
室
を
開

き
、サ
ロ
ン
活
動
に
つ
な
げ

て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

Q　
各
種
団
体
の
活
動

に
、
町
有
バ
ス
の
貸

し
出
し
は
で
き
な
い
か
。

A　
こ
れ
か
ら
の
大
き

な
課
題
だ
と
思
い
ま

す
。
総
務
委
員
会
で
審
議

し
て
町
政
へ
意
見
を
伝
え

ま
す
。

Q　
各
議
員
の
議
案
に

対
す
る
行
動
を
議
会

だ
よ
り
で
公
表
す
る
の
か
。

A　
本
会
議
場
で
重
要

な
案
件
に
対
す
る
反

対
・
賛
成
討
論
が
あ
っ
た

場
合
、
各
議
員
の
投
票
を

ま
と
め
て
表
記
し
ま
す
。

Q　
津
山
新
ク
リ
ー
ン

セ
ン
タ
ー
が
稼
働
し

た
ら
負
担
金
は
現
状
よ
り

安
く
な
る
の
か
。

A　
三
千
万
円
程
度
減

額
さ
れ
、
年
間
約
１

億
円
に
な
る
の
で
は
と
思

い
ま
す
。

Q　
簡
易
水
道
を
上
水

道
に
変
更
す
る
場
合

の
利
点
と
問
題
点
は
。

A　
簡
易
水
道
の
補
助

金
が
打
ち
切
ら
れ
ま

す
。上
水
道
に
な
っ
て
も
、

た
ち
ま
ち
料
金
が
上
が
る

わ
け
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

Q　
防
災
マ
ッ
プ
を
作

成
す
る
と
き
は
地
域

の
声
を
生
か
す
べ
き
。

A　
地
域
の
こ
と
は
地

域
で
な
い
と
わ
か
ら

な
い
所
も
あ
り
ま
す
。
各

自
治
会
に
相
談
が
あ
る
と

思
い
ま
す
。

Q　
議
会
が
視
察
し
た

大
分
県
の
「
学
び
の

21
世
紀
塾
」
は
教
育
政
策

に
ど
う
反
映
さ
れ
た
の
か
。

A　
副
町
長
、
教
育
長

も
視
察
し
て
、
執
行

部
と
も
情
報
の
共
有
が
出

来
ま
し
た
。
み
さ
き
ネ
ッ

ト
を
使
っ
て
の
テ
レ
ビ
講

座
か
ら
行
っ
て
ほ
し
い
と

考
え
ま
す
。

Q　
美
咲
町
振
興
計
画

を
策
定
す
る
場
合
は

従
前
の
計
画
を
検
証
す
る

必
要
が
あ
る
。

A　
新
し
い
振
興
計
画

策
定
時
に
、
議
会
に

提
案
の
あ
っ
た
部
分
に
つ

い
て
検
証
し
て
い
き
ま
す
。

Q　
旭
み
ち
停
の
建
設

場
所
は
適
当
と
思
え

な
い
。

A　
当
初
は
Ｊ
Ａ
あ
さ

ひ
支
所
が
候
補
地
で

あ
っ
た
が
、
地
元
の
反
対

に
よ
り
現
在
地
と
な
っ
て

い
ま
す
。
ま
た
現
在
計
画

的
に
来
客
数
を
増
や
す
努

力
を
し
て
い
ま
す
。

Q　
消
防
団
女
性
部
機

庫
は
本
当
に
必
要

か
。
な
ぜ
福
祉
ゾ
ー
ン
に

建
設
し
た
の
か
。

A　
女
性
消
防
団
の
基

本
は
後
方
支
援
活
動

で
あ
り
、
住
民
を
守
っ
て

い
る
女
性
消
防
団
員
の
活

動
拠
点
と
し
て
承
認
し
ま

し
た
。

Q　
富
田
基
金
の
使
い

道
は
こ
れ
で
よ
い
の

か
。A　

基
金
の
有
効
な
使

い
道
を
検
討
す
る
審

議
会
で
、
今
回
は
各
図
書

館
に
富
田
文
庫
と
し
て
名

前
を
残
す
趣
旨
で
予
算
が

組
ま
れ
て
い
ま
す
。

Q　
議
員
定
数
を
減
ら

す
こ
と
ば
か
り
考
え

る
の
で
は
な
く
、
議
会
内

で
議
論
の
活
発
化
を
。

A　
ご
意
見
と
し
て
賜

っ
て
お
き
ま
す
。

Q　
議
会
報
告
会
の
あ

り
方
に
つ
い
て
は
考

慮
が
必
要
。
Ｐ
Ｔ
Ａ
、
消

防
団
な
ど
の
各
種
団
体
を

単
位
と
し
た
も
の
も
考
え

る
べ
き
。

A　
今
回
、
広
報
紙
や

告
知
放
送
、
各
自
治

会
長
さ
ん
に
ご
案
内
を
出

し
ま
し
た
が
、
回
覧
方
法

と
か
明
確
に
し
て
い
ま
せ

ん
で
し
た
。
今
後
の
検
討

と
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

□�

議
会
報
告
会
で
い
た
だ

き
ま
し
た
皆
様
方
か
ら

の
ご
意
見
、
ご
要
望
に

つ
き
ま
し
て
は
、
議
会

と
し
て
執
行
部
に
伝

え
、
速
や
か
な
対
応
を

要
請
し
ま
し
た
。

　

�

議
会
と
し
て
も
、
今
後

の
町
行
政
に
ど
の
よ
う

に
取
り
扱
わ
れ
る
か
委

員
会
や
一
般
質
問
な
ど

で
執
行
部
と
議
論
し
て

行
き
ま
す
。

 議会報告会の様子 （旭町民センター）

開かれた議会を目指して



4美咲町議会だより  No.30  ＜2012.11＞

　

条
例
の
制
定
が
上
程
さ

れ
、
審
議
の
結
果
全
会
一

致
で
承
認
し
た
。
主
な
内

容
は
次
の
と
お
り
。

◎
美
咲
町
国
際
交
流
基
金

条
例

　

ニ
ュ
ー
ジ
ー
ラ
ン
ド
と

の
国
際
交
流
を
円
滑
・
活

発
に
推
進
す
る
た
め
の
条

例
を
定
め
、
基
金
三
千
万

円
を
積
み
立
て
る
。

◎
美
咲
町
史
編
さ
ん
基
金

条
例

　

美
咲
町
史
の
編
さ
ん
を

円
滑
に
推
進
す
る
た
め
の

条
例
を
定
め
、
基
金
二
千

万
円
を
積
み
立
て
る
。

◎
美
咲
町
防
災
会
議
条
例

の
一
部
を
改
正
す
る
条

例

　

防
災
対
策
基
本
法
の
一

部
が
改
正
さ
れ
た
こ
と
に

伴
い
防
災
会
議
条
例
の
一

部
を
改
正
す
る
。

条
例
の
制
定

　

一
般
会
計
へ
６
億
７
２

５
０
万
円
の
増
額
を
可
決

　

一
般
会
計
歳
入
歳
出
に

六
億
七
千
二
百
五
十
万
円

を
増
額
し
、
総
額
を
百
十

六
億
七
千
七
百
五
十
六
万

円
と
す
る
も
の
。
一
般
会

計
、
25
特
別
会
計
と
も
に

全
会
一
致
で
可
決
、承
認
。

◎
一
般
会
計
補
正
予
算

【
主
な
歳
入
】

☆
地
方
交
付
税

　

四
億
三
千
五
百

　
　
　
　
　
　

五
十
万
円

☆
国
庫
支
出
金

　
　

二
千
百
六
十
六
万
円

☆
県
支
出
金

　
　
　
　

千
五
百
九
万
円

☆
繰
入
金

　
　
　

△
三
億
五
千
万
円

☆
繰
越
金

　

四
億
八
千
八
百

　
　
　
　
　
　

七
十
万
円

☆
諸
収
入

　

三
千
二
百
六
十
五
万
円

【
主
な
歳
出
】

★
基
金
積
立
金

　
　
　
　

二
億
二
千
万
円

★�

ふ
れ
あ
い
セ
ン
タ
ー
空

調
設
備
な
ど
事
業
費

　
　
　
　

三
千
百
五
万
円

★
林
道
改
良
な
ど
事
業
費

　
　

二
千
百
九
十
八
万
円

★�

南
和
気
荘
体
育
館
改
修

な
ど
事
業
費

　
　

千
九
百
七
十
九
万
円

★
道
路
新
設
改
良
費

　

四
千
八
百
五
十
一
万
円

補
正
予
算

　
美
咲
町
中
央
運
動
公
園

駐
車
場
に
関
す
る
要
望

［
総
務
常
任
委
員
会
付
託
］

　

美
咲
町
区
長
協
議
会　

　
　
　
　
　
　

則
吉
洋
介

　

中
央
運
動
公
園
は
年
間

を
通
じ
て
利
用
頻
度
が
高

く
、
町
道
や
私
有
地
へ
の

駐
車
に
対
し
て
苦
情
が
寄

せ
ら
れ
て
い
る
。
安
全
面

の
確
保
か
ら
も
駐
車
場
の

整
備
が
必
要
で
あ
り
全
会

一
致
で 

採
択 

と
し
た
。

上
半
期
７
割
を
め
ど
と

し
た
工
事
の
早
期
発
注

等
に
つ
い
て
の
要
望

［
産
業
建
設
常
任
委
員
会

付
託
］

　

美
咲
町
建
設
業
協
会

　
　
　

会
長　

赤
本　

裕

　

要
望
の
内
容
に
つ
い
て

は
、
町
執
行
部
に
お
い
て

改
善
で
き
る
所
は
努
力
を

続
け
て
い
る
た
め
全
会
一

致
で 

趣
旨
採
択 

と
し
た
。

私
学
助
成
に
関
す
る
陳

情［
民
生
教
育
常
任
委
員
会

付
託
］

　

岡
山
県
私
学
助
成
を

　

す
す
め
る
会

　
　
　

会
長　

小
橋　

操

　

私
学
に
お
い
て
も
既
に

相
当
な
助
成
が
あ
り
賛
成

少
数
で 

不
採
択 

と
し
た
。

高
齢
者
施
策
を
担
う
シ

ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー

へ
の
支
援
の
要
請

［
民
生
教
育
常
任
委
員
会

付
託
］

　

美
咲
町
シ
ル
バ
ー

　

人
材
セ
ン
タ
ー

　
　
　

会
長　

渋
谷
勝
弘

　

現
在
の
補
助
金
を
有
効

に
活
用
し
て
、
セ
ン
タ
ー

内
部
に
お
け
る
自
助
努
力

に
期
待
し
、
全
会
一
致

で 

趣
旨
採
択 

と
し
た
。

陳
情
・
要
望

　

敬
称
は
省
略
さ
せ
て

い
た
だ
き
ま
す
。

9月
定例会
の報告

定定例会が招集され、24年度
一般会計など補正予算26件、
条例６件、23年度決算、報告
２件、陳情・要望４件などの
議案が上程された。

9月12日から
9月28日まで

★�

駐
車
場
用
地
費
な
ど
事

業
費

　
　

三
千
百
五
十
六
万
円

★
公
債
費

　

一
億
二
千
九
十
四
万
円

◎
特
別
会
計
補
正
予
算

◇�
み
さ
き
ネ
ッ
ト
事
業
特

別
会
計

★
維
持
管
理
基
金
積
立
金

　
　
　
　
　
　

五
千
万
円

※�

国
民
健
康
保
険
事
業
特

別
会
計
な
ど
24
特
別
会

計
に
つ
い
て
は
、
繰
越

金
の
確
定
な
ど
に
よ
る

事
業
費
の
調
整
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特
別
会
計
運
用
経
費
は

削
減
の
努
力
を

小
学
校
改
修
の
調
査

設
計
に
４
５
０
万
円

ゴ
ミ
分
別
に
対
す
る

意
識
改
革
は
重
要

　

民
生
教
育
常
任
委
員
会

に
付
託
を
受
け
た
予
算
９

件
、
陳
情
な
ど
２
件
に
つ

い
て
審
議
し
た
結
果
、
予

算
は
承
認
、
陳
情
は
不
採

択
、
要
請
は
趣
旨
採
択
と

し
た
。

■
主
な
質
疑
応
答

【
健
康
増
進
課
】

問　
ポ
リ
オ
の
予
防
が

不
活
化
ワ
ク
チ
ン
に

変
わ
っ
た
の
は
な
ぜ
か
。

答　
二
次
感
染
予
防
の

た
め
、
従
来
の
生
ワ

ク
チ
ン
か
ら
変
わ
っ
た
。

【
教
育
総
務
課
】

問　
小
学
校
維
持
補
修

費
の
主
な
も
の
は
。

答　
旭
小
学
校
の
大
規

模
改
修
に
向
け
て
の

調
査
・
設
計
委
託
費
三
百

万
円
。
美
咲
中
央
小
学
校

の
特
別
支
援
教
室
増
築
に

伴
う
設
計
委
託
費
百
五
十

万
円
な
ど
。

【
生
涯
学
習
課
】

問　
文
化
財
保
護
費
八

百
五
十
八
万
円
の
内

容
は
。

答　
旧
打
穴
小
学
校
の

駐
車
場
舗
装
工
事

費
、
錦
織
地
内
に
、
法
然

上
人
の
母
を
顕
彰
す
る
公

園
整
備
費
な
ど
。

◇
現
地
を
確
認

　

議
案
審
議
に
関
連
し
て

☆�

旧
打
穴
小
学
校
校
舎

☆�

中
央
運
動
公
園
テ
ニ
ス

場
周
辺

☆�

中
央
運
動
公
園
駐
車
場

候
補
地

を
視
察

　

総
務
常
任
委
員
会
に
付

託
を
受
け
た
予
算
・
条
例

な
ど
19
件
に
つ
い
て
審
議

し
た
結
果
、
全
議
案
を
承

認
。要
望
は
採
択
と
す
る
。

　

た
だ
し
、
み
さ
き
ネ
ッ

ト
事
業
と
バ
ス
運
行
事
業

に
つ
い
て
は
運
用
経
費
削

減
の
方
法
を
検
討
す
べ
き

と
の
意
見
を
付
す
。

■
主
な
質
疑
応
答

【
総
務
課
】

問　
防
災
会
議
は
町
内

の
実
情
を
踏
ま
え
活

発
な
議
論
を
。
女
性
委
員

の
登
用
も
。

答　
大
き
な
災
害
に
も

対
応
で
き
る
よ
う
に

防
災
計
画
の
見
直
し
を
次

年
度
行
う
。

【
企
画
財
政
課
】

問　
中
学
生
の
ニ
ュ
ー

ジ
ー
ラ
ン
ド
へ
の
ホ

ー
ム
ス
テ
イ
参
加
者
は
。

答　
27
人
か
ら
申
し
込

み
が
有
り
、
３
年
生

を
中
心
に
12
人
が
参
加
し

た
。

【
情
報
交
通
課
】

問　
み
さ
き
ネ
ッ
ト
の

運
営
経
費
は
高
額
で

あ
る
。
縮
小
の
考
え
は
。

答　
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト

へ
の
加
入
促
進
が
必

要
。

◇
現
地
を
確
認

　

議
案
審
議
に
関
連
し
て

☆�

中
央
運
動
公
園
テ
ニ
ス

コ
ー
ト

☆�

中
央
運
動
公
園
駐
車
場

候
補
地

☆
消
防
団
女
性
部
機
庫

を
視
察

　

産
業
建
設
常
任
委
員
会

に
付
託
を
受
け
た
予
算
11

件
、
要
望
１
件
に
つ
い
て

審
議
し
た
結
果
、
予
算
は

承
認
、
要
望
は
趣
旨
採
択

と
し
た
。

　

た
だ
し
、
柵
原
地
区
の

ゴ
ミ
収
集
に
関
し
て
リ
サ

イ
ク
ル
分
別
の
意
識
改
革

に
対
す
る
行
政
指
導
が
必

要
と
の
意
見
を
付
す
。

■
主
な
質
疑
応
答

【
上
下
水
道
環
境
課
】

問　
柵
原
地
域
の
ゴ
ミ

収
集
委
託
料
増
額
の

理
由
は
何
か
。

答　
ゴ
ミ
の
分
別
に
か

か
わ
る
作
業
人
件
費

の
増
額
。

【
産
業
観
光
課
】

問　
「
み
ち
停
あ
さ
ひ
」

の
周
辺
整
備
計
画
は
。

答　
既
存
の
歩
道
を
利

用
し
た
遊
歩
道
、
看

板
設
置
、
鯉
の
ぼ
り
な
ど

の
計
画
を
策
定
中
。

◇
現
地
を
確
認

　

議
案
審
議
に
関
連
し
て

☆�

柵
原
ク
リ
ー
ン
セ
ン
タ
ー

☆
藤
原
墓
地
公
園

☆
南
和
気
荘
体
育
館

を
視
察

総
務
常
任
委
員
会
報
告

民
生
教
育
常
任
委
員
会
報
告

産
業
建
設
常
任
委
員
会
報
告

中央運動公園を確認
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経
常
収
支
比
率
は
　
･
８
％

　
（
財
政
の
弾
力
性
を
判
断
す
る
指
数
　
　
〜
　
％
が
健
全
と
さ
れ
る
）

実
質
公
債
費
比
率
は
　
･
３
％
　
と
共
に
高
い

　
（
　
％
以
上
は
町
債
の
発
行
に
県
の
許
可
が
必
要
）

不
納
欠
損
額  

４
２
１
万
円

　（
死
亡
な
ど
に
よ
り
集
金
が
不
可
能
に
な
っ
た
も
の
）

収
入
未
済
額  

１
億
５
０
２
８
万
円

　（
集
金
が
遅
れ
て
い
る
も
の
）

一般会計歳入歳出内訳
84

75

80

18

18

歳入127億7,311万円
自主財源は約28億円　借金の返済に約25億円

（22年度比1.9％の減）

23年度歳入歳出決算報告

厳しさ変わらず　美咲町の財政厳しさ変わらず　美咲町の財政厳しさ変わらず　美咲町の財政厳しさ変わらず　美咲町の財政

歳　入
127億　　　
 7,311万円 

  自主財源22.0％

依
存

財
源 78.0％

町税　　
12億6,340万円
（9.9％）

繰越金
　10億5,124万円（8.2％）

その他（負担金、使用料など）
　4億9,223万円（3.9％）

地方交付税
（国からの分配金）
63億6,252万円
（49.8％）

町債（借金）
11億6,133万円
（9.1％）

国・県支出金
19億8,388万円
　（15.5％）

その他（交付金など）
4億5,851万円（3.6％）

人件費
19億827万円
（16.0％）

補助金など
14億7,281万円
（12.3％）

繰出金（特別会計へ）
13億5,354万円（11.3％）

災害復旧事業 7,561万円（0.6％）

歳　出
119億　　　
　5,144万円 

その他
（物件費など）
25億2,720万円
（21.2％）

公債費（返済金）
25億7,308万円
（21.5％）

必要経費
82.

3％

投資
的経費

17.7％

事業
費21
億1,654

万円

　普通建設事業
20億4,093万円
（17.1％）　　　
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特　別　会　計　内　訳 歳　入　額 歳　出　額
貸 付 事 業

バス運行事業

保 険 事 業

水 道 事 業

そ の 他

万円
万円
万円
万円
万円
万円
万円
万円
万円
万円
万円
万円
万円
万円
万円
万円
万円
万円
万円
万円
万円
万円
万円
万円
万円
万円

万円
万円
万円
万円
万円
万円
万円
万円
万円
万円
万円
万円
万円
万円
万円
万円
万円
万円
万円
万円
万円
万円
万円
万円
万円
万円

住 宅 新 築 資 金 等 貸 付 事 業
津山・柵原線共同バス運行事業
津山・西川線共同バス運行事業
旭 川 ダ ム 沿 線 バ ス 運 行 事 業
国 民 健 康 保 険 事 業
介 護 保 険 事 業
介 護 サ ー ビ ス 事 業
久 米 郡 介 護 認 定 審 査 事 業
国 民 健 康 保 険 診 療 所 事 業
久米郡障害程度区分認定審査事業
後 期 高 齢 者 医 療
柵 原 飯 岡 簡 易 水 道 事 業
柵 原 北 部 簡 易 水 道 事 業
柵 原 中 央 簡 易 水 道 事 業
統 合 簡 易 水 道 事 業
中 央 簡 易 水 道 事 業
中 央 北 部 簡 易 水 道 事 業
中央打穴・大垪和簡易水道事業
下 水 道 事 業
柵 原 公 共 下 水 道 事 業
中 央 公 共 下 水 道 事 業
み さ き ネ ッ ト 事 業
三 休 公 園 事 業
土 地 開 発 事 業
用 地 取 得 造 成 事 業
倭 文 西 財 産 区

歳
入
決
算
総
額

　63
億

4
5
7
万
円

歳
出
決
算
総
額

　61
億
5
1
6
5
万
円

23年度　26特別会計決算の内訳

1,445
1,482
1,621
3,391

19億3,972
19億8,494

1,054
948
661
108

1億9,813
3,299

1億6,641
7,052

1億9,026
1億9,457
3,719
8,642

1億4,167
2億9,603
5億1,662
2億8,457
1,038
1,662
3,018
25

4,356
1,482
1,548
3,364

18億9,837
19億9,023

1,054
947
638
107

1億9,641
2,741

1億5,952
5,932

1億8,570
1億8,994
3,149
7,931

1億3,157
2億5,946
5億 140
2億7,833
1,038
1,595
190
0

一般会計の単年度収支は赤字決算
決算認定特別委員会報告

　

執
行
部
か
ら
提
出
さ
れ
た

決
算
事
務
報
告
書
を
基
に
平

成
23
年
度
の
事
業
内
容
、
予

算
執
行
状
況
な
ど
を
審
査
し

た
。

　

一
般
会
計
と
26
特
別
会
計

の
概
要
は
図
表
の
と
お
り
で

あ
る
。

　

財
政
全
般
の
節
減
合
理
化

な
ど
に
よ
り
一
般
会
計
の
実

質
収
支
は
七
億
九
千
万
円
の

黒
字
だ
が
、
単
年
度
収
支
は

八
千
八
百
万
円
の
赤
字
決
算

と
な
っ
た
。

委
員
会
の
指
摘
事
項
は
、

◇�

行
政
組
織
の
機
構
改
革
に

よ
る
事
業
の
効
率
化

◇�

町
税
な
ど
の
徴
収
率
向
上

◇�

予
算
要
求
時
の
徹
底
し
た

査
定

◇�

地
域
福
祉
、
医
療
体
制
の

拡
充

◇�

予
備
費
の
流
用
は
不
測
の

事
態
に
限
る
べ
き

◇�

特
別
会
計
に
対
す
る
一
般

会
計
繰
入
金
の
減
少

◇�

下
水
道
接
続
率
の
向
上

◇�

上
水
道
有
収
水
率
の
向
上

◇�

み
さ
き
ネ
ッ
ト
加
入
率
の

向
上

◇�

農
業
振
興
策
の
事
業
効
果

向
上

◇�

本
庁
と
総
合
支
所
の
連
携

強
化

◇�

小
・
中
学
校
一
貫
教
育
の

成
果
拡
大

◇�

指
定
管
理
の
円
滑
な
推
進

な
ど
で
あ
る
。

　

地
方
債
残
高
は
百
六
十
九

億
円
に
減
少
、
充
当
可
能
基

金
残
高
は
五
十
四
億
五
千
万

円
に
増
加
。
早
期
健
全
化
比

率
は
基
準
内
で
あ
り
、
経
常

収
支
比
率
も
改
善
さ
れ
つ
つ

あ
る
が
、
こ
れ
ら
は
合
併
特

例
法
の
財
源
措
置
に
よ
る
と

こ
ろ
が
大
き
い
。

　

今
後
の
財
政
運
営
は
よ
り

厳
し
さ
を
増
し
、
単
年
度
決

算
は
赤
字
決
算
が
続
く
こ
と

が
予
測
さ
れ
る
。

　

自
主
財
源
の
確
保
、
経
費

節
減
に
努
め
な
が
ら
計
画
性

の
あ
る
町
政
運
営
を
求
め
23

年
度
決
算
を
全
会
一
致
で
承

認
し
た
。
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一般質問
議員が町の執行部に対してさまざまな角度から
町政について質問する

町 政 を 問 う町 政 を 問 う町 政 を 問 う町 政 を 問 う
草苅良明 議員

工
場
、
消
防
署
、
銀
行
、

公
立
病
院
、
海
岸
線
、
商

店
街
、
鉱
山
資
料
館
、
大

型
シ
ョ
ッ
ピ
ン
グ
セ
ン
タ

ー
を
視
察
し
た
。
ど
こ
も

温
か
く
友
好
的
な
受
け
入

れ
を
し
て
い
た
だ
い
た
。

　

中
学
生
は
、
14
日
間
の

ホ
ー
ム
ス
テ
イ
で
家
族
同

様
に
交
流
を
深
め
な
が

ら
、
テ
ム
ズ
高
校
で
英
語

の
勉
強
を
し
て
帰
国
し
た
。

答
定
本
町
長

　

友
好
協
定
は
結
ん

で
い
る
。
姉
妹
都
市
縁
組

も
近
い
う
ち
に
結
ぶ
こ
と

に
な
る
。

　

職
員
の
交
換
研
修
は
難

し
い
が
、
姉
妹
都
市
縁
組

締
結
後
に
検
討
し
た
い
。

　

今
後
の
中
学
生
に
よ
る

ホ
ー
ム
ス
テ
イ
に
つ
い
て

は
、
美
咲
町
国
際
交
流
基

金
条
例
を
設
け
て
進
め
て

い
く
。

問　
８
月
１
日
に
中
央

運
動
公
園
で
実
施
し

た
朝
の
ラ
ジ
オ
体
操
は
１

２
０
０
人
が
参
加
し
て
盛

況
の
内
に
終
了
し
非
常
に

良
か
っ
た
。
こ
の
日
を
記

念
日
と
し
て
健
康
増
進
の

事
業
が
で
き
な
い
か
。

　

事
前
に
放
送
さ
れ
た
朝

の
ラ
ジ
オ
体
操
も
好
評
で

あ
っ
た
。

　

「
音
楽
を
聞
く
だ
け
で

元
気
に
な
る
」「
朝
の
炊
事

の
手
を
休
め
て
体
操
が
で

き
た
」「
寝
間
の
中
で
手
足

を
動
か
し
て
い
る
」
な
ど

の
声
も
あ
っ
た
。
是
非
、

朝
の
放
送
を
続
け
て
ほ
し

い
。

　

ま
た
、
健
康
管
理
・
健

康
増
進
の
た
め
、
道
具
が

不
要
で
手
軽
に
で
き
る
ラ

ジ
オ
体
操
を
普
及
さ
せ
て

ほ
し
い
。

答
村
島
健
康
増
進
課
長

　

ラ
ジ
オ
体
操
事
業

調
査
研
究
に
よ
る
と
、
ラ

ジ
オ
体
操
は
自
ら
の
体
重

を
使
っ
て
大
き
な
筋
肉
を

強
化
し
、
各
種
神
経
を
刺

激
す
る
体
操
で
あ
る
。

　

血
液
循
環
を
促
進
す
る

な
ど
、
さ
ま
ざ
ま
な
効
果

が
あ
り
、
継
続
的
に
行
え

ば
活
動
能
力
の
低
下
予
防

と
、
人
と
の
交
流
を
通
じ

て
生
活
の
質
の
向
上
に
有

効
だ
と
結
果
が
出
て
い
る
。

　

各
地
域
行
事
の
中
に
浸

透
す
る
方
法
を
生
涯
学
習

課
と
と
も
に
検
討
し
て
い

き
た
い
。

答
定
本
町
長

　

８
月
１
日
を
記
念

日
と
し
て
、
各
地
域
で
行

事
が
で
き
る
よ
う
な
環
境

を
整
え
た
い
と
考
え
て
い

る
。

　

朝
の
放
送
に
つ
い
て
は

賛
否
両
論
が
あ
る
。
検
討

課
題
と
し
て
い
く
。

問　
第
二
次
テ
ム
ズ
調

査
団
の
報
告
で
は
、

テ
ム
ズ
町
の
人
々
の
好
感

度
は
か
な
り
高
い
と
い
う

こ
と
で
あ
っ
た
。
ま
た
、

中
学
生
の
ホ
ー
ム
ス
テ
イ

も
良
い
感
触
で
あ
っ
た
と

聞
く
。
１
度
だ
け
の
交
流

で
な
く
、
職
員
の
交
換
研

修
も
含
め
、
事
業
を
継
続

す
る
べ
き
と
思
う
が
。

答
遠
藤
企
画
財
政
課
長

　

第
二
次
テ
ム
ズ
調

査
団
は
、
７
月
27
日
か
ら

７
日
間
の
視
察
で
、
オ
ー

ク
ラ
ン
ド
市
内
の
高
校
、

大
学
、
役
場
庁
舎
、
鋳
物

国
際
交
流
の
成
果
と

今
後
の
展
望
は

姉
妹
都
市
縁
組
を

締
結
し
た
い

質問

答弁

元
気
な

ラ
ジ
オ
体
操
の
　

普
及
を
促
進
せ
よ

議員は暑中見舞い・年賀状などの挨拶状を出すことが禁止されています。

全国のみなさん　おはようございます（1,200人のラジオ体操風景）
（中央運動公園）
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一般質問
議員が町の執行部に対してさまざまな角度から
町政について質問する

町 政 を 問 う町 政 を 問 う町 政 を 問 う町 政 を 問 う

議員が選挙区内にある者に対して、寄付をすることはいかなる名義でも禁止されています。

下山和由 議員

問　
本
町
の
防
災
計
画

は
ど
の
程
度
の
規
模

の
災
害
を
想
定
し
て
い
る

か
。答

難
波
総
務
課
長

　

中
小
河
川
の
氾
濫

を
伴
い
、
地
形
条
件
に
よ

り
、
山
崩
れ
、
崖
崩
れ
等

の
土
砂
災
害
に
よ
る
災
害

が
発
生
す
る
状
況
を
想
定

し
て
い
る
。

問　
６
、
７
月
の
集
中

豪
雨
な
ど
に
よ
る
災

害
復
旧
は
計
画
ど
お
り
進

ん
で
い
る
か
。

答
池
本
建
設
課
長　

　

農
林
水
産
施
設
災

中
豪
雨
に
よ
り
、
裏
山
か

ら
流
入
し
た
土
砂
の
搬
出

費
用
に
対
し
て
の
補
助

金
、
町
道
・
県
道
か
ら
多

量
の
雨
水
の
流
入
に
よ
る

床
下
浸
水
の
被
害
に
対

し
、
側
溝
を
設
置
す
る
補

助
金
を
条
例
改
正
し
て
で

も
実
現
で
き
な
い
か
。

答
髙
田
住
民
課
長

　

美
咲
町
宅
地
災
害

土
砂
取
り
除
き
補
助
金
支

給
要
綱
が
あ
る
。
美
咲
町

に
住
所
を
有
す
る
者
の
宅

地
に
災
害
等
に
よ
り
土
砂

等
が
流
入
し
た
場
合
、
そ

の
土
砂
を
取
り
除
く
た
め

の
費
用
の
一
部
を
補
助
す

害
復
旧
工
事
に
つ
い
て

は
、
10
月
の
募
集
に
か
け

て
査
定
を
行
い
、
11
月
～

12
月
頃
か
ら
発
注
し
て
早

期
に
復
旧
を
行
い
た
い
。

問　
各
種
補
助
金
制
度

が
あ
る
が
、
特
に
集

る
も
の
で
補
助
対
象
額
は

10
万
円
を
限
度
と
し
て
い

る
。答

定
本
町
長

　

側
溝
の
整
備
は
、

個
人
の
敷
地
内
に
つ
い
て

は
、
対
象
に
な
ら
な
い
。

問　
地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ

ィ
周
辺
の
舗
装
等
に

対
し
て
補
助
金
の
対
象
と

な
る
よ
う
、
条
例
改
正
を

早
急
に
実
現
で
き
な
い
か
。

答
定
本
町
長

　

検
討
し
た
結
果
、

補
助
金
制
度
を
拡
充
す

る
。
補
助
率
は
、
建
物
修

理
と
同
様
に
２
／
３
と
す

る
。
最
高
限
度
額
を
50
万

円
と
し
、
工
事
額
が
10
万

円
以
上
を
対
象
に
す
る
。

実
施
は
、
平
成
25
年
度
か

ら
と
考
え
て
い
る
。

問　
年
々
、
高
齢
の
独

居
老
人
が
増
加
し
て

い
る
。地
域
に
よ
っ
て
は
、

日
常
の
安
否
の
確
認
を
郵

便
や
新
聞
の
配
達
の
人
に

頼
っ
て
い
る
。
急
を
要
す

る
救
急
隊
員
に
よ
る
確
認

を
迅
速
か
つ
正
確
に
す
る

た
め
、
住
所
、
氏
名
、
年

齢
、
持
病
の
有
無
、
か
か

り
つ
け
の
病
院
等
を
記
入

し
た
高
齢
者
カ
ー
ド
を
宅

内
の
一
目
で
わ
か
る
場
所

に
配
置
し
て
い
る
自
治
体

も
あ
る
と
聞
く
が
、
本
町

の
対
応
は
ど
う
か
。

答
村
島
健
康
増
進
課
長

　

こ
れ
ま
で
住
民
基

本
台
帳
に
基
づ
き
、
一
人

暮
ら
し
高
齢
者
の
災
害
時

の
緊
急
連
絡
先
を
登
録
し

て
い
た
。

　

登
録
者
に
は
、
氏
名
、

住
所
、
電
話
番
号
、
血
液

型
、か
か
り
つ
け
の
病
院
、

緊
急
連
絡
先
を
記
入
し

た
、
マ
グ
ネ
ッ
ト
方
式
の

黄
色
い
紙
を
、
冷
蔵
庫
に

貼
り
付
け
て
も
ら
っ
て
い

る
。
今
後
も
登
録
者
に
は

配
布
す
る
よ
う
各
課
と
連

携
し
て
実
施
し
て
い
く
。

災
害
復
旧
へ
の
対
応
は

早
期
復
旧
を
目
指
す

質問

答弁

補
助
金
制
度
の改革

を

高
齢
者
カ
ー
ド
の

配
布
を

早うなおさにゃ〜通れんがな（打穴北地区）
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一般質問町政を問う町政を問う町政を問う町政を問う

議員は選挙区内の運動会やスポーツ大会への差し入れが禁止されています。

⻆南憲一 議員

問　
不
祥
事
に
対
し
て

先
例
ど
お
り
の
処
分

を
す
る
と
い
う
だ
け
で
な

く
、
原
因
の
解
明
と
そ
れ

に
基
づ
く
防
止
策
は
。

答
定
本
町
長

　

工
事
代
金
未
払
い

問
題
が
発
生
し
、
町
民
の

皆
様
に
不
信
感
を
与
え
て

し
ま
っ
た
こ
と
に
対
し
、

深
く
反
省
し
て
い
る
。

　

マ
ニ
ュ
ア
ル
ど
お
り
に

業
務
を
進
め
て
い
な
か
っ

た
こ
と
に
加
え
て
、
情
報

を
共
有
し
て
い
な
か
っ
た

こ
と
が
起
因
し
て
い
た
。

職
員
間
で
徹
底
し
、
再
発

防
止
に
取
り
組
み
た
い
。

問　
ま
た
、
別
の
案
件

で
警
察
か
ら
書
類
の

提
出
を
求
め
ら
れ
た
り
、

職
員
に
聞
き
取
り
調
査
が

行
わ
れ
る
な
ど
状
況
が
明

か
さ
れ
な
い
が
罪
状
は
何

か
。答

定
本
町
長

　

警
察
が
捜
査
し
て

い
る
の
は
事
実
だ
が
、
捜

査
中
の
た
め
、
罪
状
な
ど

に
つ
い
て
明
ら
か
に
さ
れ

て
い
な
い
。
現
時
点
で
、

事
件
に
つ
い
て
行
政
側
が

調
査
す
る
こ
と
は
で
き
な

い
。問　

職
場
の
中
で
定
期

的
な
配
置
転
換
・
異

動
を
さ
せ
て
い
る
が
、
人

事
制
度
の
中
で
処
遇
な
ど

に
問
題
は
な
い
か
。

　

ま
た
、
ど
の
よ
う
な
職

場
体
制
を
築
い
て
い
る
か
。

答
岡
部
副
町
長

　

い
ろ
い
ろ
な
場
所

を
経
験
す
る
意
味
で
、
３

年
程
度
同
じ
職
場
に
配
置

す
る
の
が
原
則
だ
が
、
業

務
の
特
殊
性
な
ど
を
考
慮

し
な
が
ら
異
動
を
行
っ
て

い
る
。

　

最
近
導
入
し
た
「
朝
メ

ー
ル
・
夕
メ
ー
ル
」
は
全

職
員
が
時
間
ご
と
に
何
を

す
る
か
を
朝
メ
ー
ル
に
入

れ
る
こ
と
で
、
互
い
の
状

況
が
把
握
で
き
る
。
こ
れ

に
よ
り
、
資
質
能
力
の
向

上
と
組
織
の
活
性
化
へ
つ

な
げ
て
い
き
た
い
。

問　
Ｉ
Ｔ
化
さ
れ
た
情

報
は
、
Ｄ
Ｖ
Ｄ
・
Ｆ

Ｄ
・
Ｃ
Ｄ
な
ど
に
入
れ
て

誰
で
も
簡
単
に
持
ち
運
ぶ

こ
と
が
で
き
る
。

　

ま
た
、
瞬
時
に
移
動
で

き
る
特
性
が
あ
る
が
、
機

密
は
守
ら
れ
て
い
る
か
。

答
鈴
鹿
情
報
交
通
課
長

　

必
要
な
情
報
を
申

請
し
、
許
可
し
た
も
の
に

つ
い
て
運
用
で
き
る
体
制

を
と
っ
て
い
る
の
で
漏
洩

は
な
い
。

問　
不
祥
事
の
中
に

は
、
机
の
中
に
現
金

が
あ
っ
た
り
、
重
要
な
書

類
が
書
類
の
中
に
埋
も
れ

て
い
た
な
ど
、
机
が
起
因

す
る
も
の
が
あ
る
。

　

事
務
所
の
机
を
廃
止
し

て
、
テ
ー
ブ
ル
に
し
て
は

ど
う
か
。

答
定
本
町
長

　

初
め
て
聞
い
た
の

で
、
即
答
は
控
え
た
い
。

問　
４
年
間
の
総
括
と

次
期
町
政
を
ど
う
考

え
る
か
。

答
定
本
町
長

11
月
半
ば
を
め
ど
に

町
政
懇
談
会
を
予
定
し
て

い
る
。
皆
様
か
ら
の
ご
指

示
・
ご
支
援
が
い
た
だ
け

れ
ば
引
き
続
き
町
政
を
担

当
し
た
い
と
考
え
て
い
る
。

問　
年
金
生
活
者
の
窮

乏
を
し
っ
か
り
把
握

し
、
弱
者
に
優
し
い
政
治

を
強
く
望
む
。

答
定
本
町
長

　

町
民
の
皆
さ
ん
が

健
康
に
生
活
で
き
る
体
制

を
考
え
て
い
き
た
い
。

次
期
も

町
政
を
担
当
す
る

考
え
は

考えてみよう　引き出しのない仕事場を

不
祥
事
の
原
因
解
明
と

防
止
策
は

情
報
共
有
で

再
発
防
止
に
努
め
る

質問

答弁
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一般質問町政を問う町政を問う町政を問う町政を問う

議員は病気見舞金を出すことが禁止されています。

日神山定茂 議員

問　
２
０
１
２
年
全
国

学
力
テ
ス
ト
で
、
岡

山
県
の
全
国
順
位
は
、
小

学
校
６
年
生
が
45
位
、
中

学
校
３
年
生
が
42
位
で
あ

っ
た
。

　

美
咲
町
の
結
果
は
ど
う

か
。
ま
た
、
結
果
に
つ
い

て
ど
う
考
え
る
か
。

答
泉
教
育
長

　

本
町
の
状
況
も
岡

山
県
と
同
様
全
国
レ
ベ
ル

に
お
よ
ば
な
い
。

答
定
本
町
長

　

本
町
の
子
ど
も
た

ち
の
成
績
向
上
に
向
け

て
、認
識
を
新
た
に
し
た
。

問　
月
１
回
開
催
の
教

育
委
員
の
会
議
で
、

美
咲
町
の
学
力
に
つ
い

て
、
ど
の
よ
う
に
議
論
さ

れ
て
い
る
か
。

　

危
機
的
な
状
況
で
あ

る
。
定
例
会
と
は
別
に
、

解
決
に
向
け
て
話
し
合
い

は
し
て
い
る
か
。

　

町
長
、教
育
長
と
も
に
、

子
ど
も
た
ち
や
家
庭
に
伝

わ
る
教
育
の
基
本
的
メ
ッ

セ
ー
ジ
を
発
信
す
べ
き
。

　

Ｐ
Ｔ
Ａ
・
教
員
・
教
育

委
員
会
な
ど
が
集
ま
っ
て

解
決
法
を
探
っ
て
は
ど
う

か
。答

泉
教
育
長

　

指
摘
の
と
お
り
生

活
の
基
本
的
習
慣
、
わ
か

る
授
業
、家
庭
学
習
な
ど
、

緊
急
に
新
た
な
対
策
を
考

え
た
い
。

答
定
本
町
長

　

教
育
長
か
ら
報
告

は
受
け
て
い
る
が
、
相
談

と
対
応
ま
で
で
き
て
い
な

い
。
自
分
で
生
き
て
い
く

力
を
持
っ
た
子
ど
も
た
ち

を
育
て
て
い
き
た
い
。

問　
中
学
生
に
も
自
分

た
ち
の
町
の
課
題
や

問
題
点
、
中
学
生
の
目
か

ら
見
た
美
咲
町
に
つ
い
て

議
論
す
る
場
が
あ
っ
て
も

良
い
の
で
は
。

　

若
い
人
に
も
議
会
や
行

政
に
目
を
向
け
て
も
ら
う

た
め
、
青
年
議
会
に
も
取

り
組
ん
で
は
ど
う
か
。

答
定
本
町
長

　

行
政
・
議
会
に
目

を
向
け
て
も
ら
う
の
は
大

切
だ
。
議
論
を
通
し
て
、

次
の
世
代
を
担
う
人
材
を

育
て
て
い
き
た
い
。

答
泉
教
育
長

　

町
を
背
負
う
健
全

な
社
会
人
と
し
て
、
政
治

に
関
心
を
持
ち
、
身
近
な

問
題
を
議
論
す
る
こ
と
は

大
変
有
意
義
で
あ
る
。
真

剣
に
検
討
す
る
。

問　
町
外
・
県
外
か
ら

釣
り
人
も
多
く
来
ら

れ
、
ト
イ
レ
・
駐
車
場
も

整
備
し
て
い
る
。
釣
り
場

な
ど
、
ダ
ム
湖
の
観
光
利

用
は
考
え
ら
れ
な
い
か
。

　

旭
川
ダ
ム
完
成
60
周
年

を
迎
え
る
が
、
県
と
協
力

し
て
記
念
事
業
は
で
き
な

い
か
。

答
定
本
町
長

　

ダ
ム
湖
の
活
用
な

ど
、
積
極
的
に
提
案
し
て

い
た
だ
き
、
何
か
有
効
な

利
用
法
を
考
え
た
い
。

　

60
周
年
事
業
に
つ
い
て

は
、
ま
だ
県
か
ら
話
が
な

い
。
本
町
で
何
か
考
え
た

い
。

学
力
の
危
機
的
状
況
に

対
策
が
必
要

早
急
に
対
応
策
を検討

す
る

質問

答弁

旭
川
ダ
ム
60
周
年

記
念
事
業
は

中
学
生
議
会
の開催

を

あれから早くも60年（旭川ダム第一堰
えんてい

堤）
（出典：岡山県ホームページ）
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一般質問町政を問う町政を問う町政を問う町政を問う

議員はお中元やお歳暮を出すことが禁止されています。

貝阿彌幸善 議員

問　
町
振
興
計
画
、
基

本
計
画
取
り
組
み
活

動
の
推
進
で
、
通
信
簿
30

が
あ
る
が
、
調
査
状
況
と

最
終
年
度
の
進
捗
状
況
は
。

答
遠
藤
企
画
財
政
課
長

　

振
興
計
画
の
検
証

は
行
っ
て
い
な
い
が
、
町

教
育
振
興
基
本
計
画
が
制

定
さ
れ
、
地
域
に
対
す
る

様
々
な
角
度
か
ら
の
満
足

度
な
ど
、
10
の
項
目
で
調

査
し
て
い
る
。
平
成
20
年

時
点
の
目
標
達
成
指
数
に

は
至
っ
て
い
な
い
。

　

そ
の
他
の
調
査
項
目
も

含
め
、
12
月
末
ま
で
に
は

調
査
し
、
結
果
を
お
知
ら

せ
す
る
。

問　
多
面
的
な
交
流
の

推
進
で
、
合
併
後
の

相
互
交
流
の
促
進
や
一
体

的
な
取
り
組
み
の
展
開
は
。

答
遠
藤
企
画
財
政
課
長

　

地
域
内
の
交
流
イ

ベ
ン
ト
開
催
は
、
旭
地
域

の
さ
く
ら
ま
つ
り
、
中
央

地
域
の
夏
祭
り
、
柵
原
地

域
の
ぽ
っ
ぽ
ま
つ
り
の
開

催
で
交
流
を
図
っ
て
い
る
。

　

国
際
交
流
は
、
テ
ム
ズ

町
へ
の
ホ
ー
ム
ス
テ
イ
の

実
施
、
Ａ
Ｌ
Ｔ
（
外
国
語

指
導
助
手
）
に
よ
る
保
育

園
、
小
学
校
な
ど
で
の
英

語
教
育
の
充
実
に
よ
り
推

進
す
る
。

答
定
本
町
長

　

告
知
放
送
、
広
報

紙
、
ケ
ー
ブ
ル
テ
レ
ビ
、

み
さ
き
ネ
ッ
ト
で
町
民
に

正
確
な
情
報
を
発
信
し
て

い
る
。

　

ま
た
、
フ
ェ
イ
ス
ブ
ッ

ク
を
取
り
入
れ
る
こ
と
を

検
討
中
で
あ
る
。

問　
地
域
バ
ラ
ン
ス
の

と
れ
た
医
療
確
保
の

促
進
、在
宅
当
番
医
制
度
、

通
院
手
段
の
確
保
な
ど
、

地
域
医
療
体
制
の
充
実
に

関
し
て
は
ど
う
か
。

答
村
島
健
康
増
進
課
長

　

初
期
救
急
医
療

は
、
久
米
郡
医
師
会
に
委

託
し
、
在
宅
当
番
医
制
で

休
日
の
診
療
に
対
応
し
て

い
る
。
二
次
救
急
は
、
津

山
英
田
保
健
医
療
圏
域

で
、
病
院
群
輪
番
制
を
整

え
て
い
る
。

　

ま
た
、
５
月
か
ら
電
話

に
よ
る
24
時
間
健
康
相
談

も
実
施
し
て
い
る
。

答
鈴
鹿
情
報
交
通
課
長

　

通
院
手
段
の
確
保

は
、
福
祉
巡
回
バ
ス
の
運

行
に
よ
り
旭
地
域
10
路

線
、
中
央
地
域
10
路
線
、

柵
原
地
域
16
路
線
運
行
で

対
応
。

問　
計
画
的
な
住
環
境

の
整
備
充
実
の
部
分

で
、
３
地
域
の
バ
ラ
ン
ス

に
配
慮
し
た
公
共
施
設
の

配
置
、
跡
地
利
用
を
ど
う

考
え
る
か
。

答
定
本
町
長

　

３
地
域
を
バ
ラ
ン

ス
よ
く
発
展
さ
せ
る
た
め

に
は
、
そ
れ
ぞ
れ
の
地
域

に
公
共
施
設
が
重
複
し
て

も
、
い
た
し
か
た
な
い
と

考
え
る
。

　

ま
た
、
公
共
施
設
の
跡

地
利
用
に
つ
い
て
は
、
柵

原
総
合
支
所
跡
地
を
柵
原

西
保
育
園
に
、
厚
生
小
学

校
跡
地
は
、
白
寿
荘
に
活

用
し
て
い
る
。
民
間
企
業

か
ら
の
利
用
の
申
し
出
も

き
て
い
る
。

美
咲
町
振
興
計
画
の

進
捗
状
況
は

目
標
達
成
に
は

至
っ
て
い
な
い

質問

答弁

相
互
交
流
の
成
果
は

公
共
施
設
の

バ
ラ
ン
ス
は

医
療
体
制
の充

実
は

どんどん広がる地域の交流（たまごまつり）
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一般質問町政を問う町政を問う町政を問う町政を問う

議員はお祭りへの寄付や差し入れが禁止されています。

岩野正則 議員

問　
下
水
道
工
事
の
進

捗
状
況
と
接
続
状
況

は
。
具
体
的
な
加
入
推
進

対
策
は
。

答
赤
堀
上
下
水
道
環
境

課
長

　

中
央
地
域
は
平
成
25
年

度
完
成
で
接
続
率
は
64

％
。
柵
原
地
域
は
28
年
度

完
成
予
定
で
、
完
成
し
て

い
る
吉
ヶ
原
は
接
続
率
50

％
で
あ
る
。

　

農
業
集
落
排
水
の
接
続

率
は
飯
岡
地
区
86
％
、
吉

岡
地
区
62
％
で
あ
る
。

　

加
入
推
進
対
策
と
し

て
、
２
月
の
広
報
み
さ
き

で
早
期
接
続
の
啓
発
を
実

施
し
た
。

問　
中
央
地
域
は
完
成

し
て
か
ら
６
年
以
上

経
過
す
る
と
こ
ろ
で
も
現

状
で
は
64
・
５
％
と
接
続

率
が
伸
び
な
い
。
新
た
な

施
策
が
必
要
で
は
な
い
か
。

答
定
本
町
長

　

古
い
家
屋
の
接
続

が
遅
れ
て
い
る
。
工
事
の

利
子
補
給
も
検
討
課
題
だ

が
、
何
百
万
円
も
か
か
る

工
事
な
の
で
厳
し
い
状
況

だ
。問　

問
題
点
は
、
接
続

が
少
な
け
れ
ば
将
来

の
維
持
管
理
、
料
金
体
系

に
影
響
し
て
く
る
。

　

接
続
率
、
加
入
を
増
や

せ
ば
町
内
の
建
築
業
者
、

下
水
道
業
者
に
工
事
が
発

注
さ
れ
る
。
前
向
き
な
取

り
組
み
を
。

答
定
本
町
長

　

接
続
す
る
家
主
に

啓
発
を
繰
り
返
し
実
施
し

て
い
く
。

問　
新
た
に
造
成
・
販

売
す
る
う
た
の
し
も

団
地
の
販
売
計
画
内
容
は
。

答
遠
藤
企
画
財
政
課
長

　

団
地
の
設
計
は
現

在
進
行
中
で
12
月
に
は
完

了
す
る
。
平
成
25
年
度
に

12
か
ら
14
区
画
の
造
成
を

予
定
。

　

販
売
は
平
成
26
年
１
月

か
４
月
以
降
に
な
る
。

問　
造
成
地
な
の
で
工

事
費
が
安
く
出
来
る

の
で
は
な
い
か
。
新
た
な

分
譲
地
の
完
売
見
込
み

は
。
売
れ
残
っ
て
い
る
分

譲
地
の
販
売
努
力
を
。

答
定
本
町
長

　

中
央
地
域
に
人
が

集
ま
っ
て
お
り
完
売
の
自

信
は
あ
る
。
売
れ
残
り
の

分
譲
地
の
極
端
な
価
格
の

見
直
し
は
難
し
い
。

問　
町
内
の
空
き
家
状

況
は
。
こ
れ
か
ら
の

取
り
組
み
に
つ
い
て
具
体

的
な
説
明
を
。

答
遠
藤
企
画
財
政
課
長

町
内
の
空
き
家
は
中

央
地
域
52
戸
、
旭
地
域
88

戸
、
柵
原
地
域
１
７
８
戸

の
合
計
３
１
８
戸
。

　

町
民
か
ら
管
理
出
来
て

い
な
い
空
き
家
の
情
報
提

供
を
受
け
て
調
査
を
実
施

し
、
管
理
不
全
の
状
態
の

と
き
は
所
有
者
に
対
し
て

町
か
ら
助
言
、
指
導
を
行

う
。

　

指
導
に
従
わ
な
い
と
き

は
住
所
・
氏
名
を
公
表
す

る
。問　

空
き
家
に
加
え
て

空
き
店
舗
、
工
場
跡

地
の
調
査
も
で
き
な
い

か
。
空
き
店
舗
を
若
い
人

に
ビ
ジ
ネ
ス
チ
ャ
ン
ス
と

し
て
提
供
で
き
な
い
か
。

答
定
本
町
長

　

中
国
銀
行
跡
地
に

設
置
す
る
活
性
化
セ
ン
タ

ー
に
担
当
者
を
お
い
て
、

再
度
空
き
家
の
現
況
調
査

を
実
施
す
る
。

　

空
き
店
舗
、
工
場
跡
地

の
活
用
は
久
米
南
町
・
真

庭
市
勝
山
の
例
も
研
究
し

た
い
。

空
き
家
の
管
理
は

適
正
か

分
譲
宅
地

完
売
さ
せ
る自信

は

空き家の管理は誰がする？

下水道加入の
促進強化策は

接続に向けた
啓発活動を継続

質問

答弁



14美咲町議会だより  No.30  ＜2012.11＞

一般質問町政を問う町政を問う町政を問う町政を問う

議員や後援会が有料の挨拶広告を出すと処罰されます。

山本宏治 議員

問　
美
咲
町
流
グ
ル
メ

と
し
て
の
新
商
品
開

発
状
況
は
。
ま
た
、
ジ
ェ

ラ
ー
ト
の
開
発
が
進
ん
で

い
る
と
聞
く
が
、
ど
の
よ

う
な
も
の
か
。

　

合
併
10
周
年
記
念
行
事

と
し
て
、
町
内
グ
ル
メ
ツ

ア
ー
で
町
お
こ
し
は
で
き

な
い
か
。

答
矢
木
産
業
観
光
課
長

　

「
食
堂
か
め
っ

ち
。」
で
は
、
美
咲
ど
り
、

卵
、
棚
田
米
で
「
美
咲
・

ど
ん
」を
販
売
し
て
い
る
。

　

米
粉
の
や
わ
ら
か
い
煎

餅
で
あ
ん
こ
を
は
さ
ん
だ

ん
で
い
る
が
管
理
を
ど
の

よ
う
に
考
え
て
い
る
の
か
。

　

ま
た
、
テ
ニ
ス
コ
ー
ト

の
照
明
器
具
の
カ
ー
ド
入

れ
に
不
具
合
が
生
じ
て
い

る
。
早
急
に
対
応
す
べ
き

で
あ
る
。

答
山
下
生
涯
学
習
課
長

　

浮
き
上
が
り
が
激

し
い
個
所
に
つ
い
て
は
、

「
美
咲
ど
ら
せ
ん
」
を
９

月
か
ら
商
品
化
し
た
。

　

ほ
か
に
も
米
粉
を
利
用

し
た
ア
イ
ス
ク
リ
ー
ム
の

一
種
で
あ
る
「
ジ
ェ
ラ
ー

ト
」
の
商
品
開
発
も
進
め

て
い
る
。

　

合
併
10
周
年
に
向
け
、

旅
行
会
社
に
も
Ｐ
Ｒ
し
て

い
き
た
い
。

答
定
本
町
長

　

特
産
品
開
発
は
難

し
い
が
、
い
ろ
い
ろ
な
取

り
組
み
を
考
え
て
い
き
た

い
。
皆
さ
ん
の
ア
イ
デ
ア

に
期
待
し
て
い
る
。

問　
テ
ニ
ス
コ
ー
ト
周

辺
の
管
理
道
路
が
木

の
根
が
浮
き
上
が
り
、
傷

歩
行
中
の
転
倒
な
ど
の
事

故
も
懸
念
さ
れ
る
。

　

安
易
に
木
の
根
を
傷
つ

け
る
と
倒
木
に
つ
な
が
る

恐
れ
が
あ
る
。

　

樹
木
医
と
相
談
の
上
対

応
す
る
。

　

照
明
器
具
操
作
盤
は
、

新
し
い
も
の
と
交
換
す
る
。

問　
太
陽
光
を
利
用
し

た
メ
ガ
ソ
ー
ラ
ー
発

電
、
小
水
力
発
電
の
誘
致

や
エ
ネ
ル
ギ
ー
ビ
ジ
ョ
ン

へ
の
今
後
の
対
応
は
。

答
赤
堀
上
下
水
道
環
境

課
長

　

ス
マ
ー
ト
コ
ミ
ュ
ニ
テ

ィ
構
想
普
及
支
援
事
業
を

予
定
し
て
い
る
。
国
の
補

助
事
業
採
択
が
決
定
し
た

ら
、
具
体
的
に
作
業
を
進

め
た
い
。

　

本
町
に
も
メ
ガ
ソ
ー
ラ

ー
誘
致
事
業
の
候
補
地
が

３
ヵ
所
あ
る
。
数
社
か
ら

問
い
合
わ
せ
が
あ
る
が
、

正
式
決
定
に
は
至
っ
て
い

な
い
。

答
鳥
越
税
務
課
長

　

売
電
の
所
得
は
課

税
対
象
と
な
る
。
設
備
の

減
価
償
却
も
関
係
が
あ

り
、
個
別
に
相
談
に
応
じ

た
い
。

美
咲
町
流
グ
ル
メ
の開発

は

新
商
品
の
開
発
に

力
を
入
れ
て
い
る

質問

答弁

中
央
運
動
公
園

テ
ニ
ス
コ
ー
ト
の

周
辺
整
備
を

美
咲
町

エ
ネ
ル
ギ
ー
　

　
ビ
ジ
ョ
ン
の

対
応
は

続々と登場する新しいグルメに期待‼（美咲どらせん）
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一般質問町政を問う町政を問う町政を問う町政を問う

後援会が花環・香典・祝儀などを出すと処罰されます。

江原耕司 議員

問　
中
央
中
学
校
新
築

工
事
が
終
了
し
た

が
、
プ
ー
ル
の
建
設
が
遅

れ
て
い
る
た
め
今
年
は
プ

ー
ル
が
使
用
で
き
な
か
っ

た
。
来
年
は
水
泳
が
で
き

る
よ
う
に
約
束
で
き
な
い

か
。

　

ま
た
、
加
美
小
学
校
内

の
施
設
改
修
と
安
全
な
通

学
路
の
整
備
を
早
急
に
行

う
べ
き
で
あ
る
。

答
泉
教
育
長

　

プ
ー
ル
に
つ
い
て

は
、
建
設
場
所
の
問
題
が

あ
る
が
、
新
設
す
る
方
向

で
考
え
て
い
る
。
可
能
な

む
。

　

町
道
瓜
畝
線
の
通
学
路

に
つ
い
て
は
、
現
在
の
工

事
が
完
了
後
に
検
討
す
る
。

問　
電
話
相
談
事
業
と

し
て
、
二
百
七
十
万

限
り
早
急
な
建
設
を
進
め

た
い
。

　

加
美
小
学
校
の
補
修
個

所
に
つ
い
て
は
、
実
態
を

調
査
し
、
緊
急
を
要
す
る

も
の
か
ら
順
次
、
改
修
な

ど
を
進
め
て
い
く
。

答
定
本
町
長

　

子
ど
も
の
安
全
に

支
障
が
な
い
よ
う
取
り
組

円
の
予
算
が
組
ま
れ
５
月

か
ら
開
始
さ
れ
た
が
現
在

の
利
用
状
況
は
ど
う
か
。

答
村
島
健
康
増
進
課
長

　

24
時
間
健
康
相
談

事
業
は
７
月
末
ま
で
で
１

０
７
件
利
用
さ
れ
た
。「
気

に
な
る
体
の
症
状
に
関
す

る
相
談
」
31
件
。「
治
療
に

関
す
る
相
談
」
29
件
。「
精

神
的
な
相
談
」
15
件
。「
家

庭
看
護
に
関
す
る
こ
と
」

12
件
。「
育
児
に
関
す
る
こ

と
」
９
件
な
ど
。

　

診
療
科
に
つ
い
て
は
、

内
科
28
件
、小
児
科
17
件
、

産
婦
人
科
関
係
12
件
、
心

療
内
科
10
件
、
耳
鼻
咽
喉

科
、
皮
膚
科
、
外
科
、
整

形
外
科
が
各
６
件
、
精
神

科
に
関
す
る
こ
と
５
件
な

ど
。

　

電
話
が
か
か
っ
た
時
間

帯
は
、
夕
方
５
時
か
ら
午

前
８
時
ま
で
が
全
体
の

46
・
８
％
を
占
め
、
時
間

外
受
診
の
抑
制
に
も
つ
な

が
っ
て
い
る
と
考
え
る
。

　

今
後
も
、
Ｐ
Ｒ
、
健
康

不
安
解
消
に
努
め
た
い
。

問　
か
め
っ
こ
保
育
園

は
、
２
３
０
人
以
上

の
園
児
を
預
か
り
、
な
お

待
機
児
童
も
い
る
と
聞

く
。
保
育
園
の
増
設
が
必

要
で
は
な
い
か
。

答
定
本
町
長

　

財
政
的
な
問
題
も

あ
る
が
、
必
要
と
判
断
す

れ
ば
検
討
す
る
。

問　
美
咲
町
の
中
心
で

あ
る
中
央
地
域
の
み

町
民
セ
ン
タ
ー
が
な
い
。

　

町
民
セ
ン
タ
ー
の
建
設

に
つ
い
て
町
長
は
ど
う
考

え
て
い
る
の
か
。

答
定
本
町
長

　

現
在
、
林
業
セ
ン

タ
ー
が
町
民
セ
ン
タ
ー
の

役
目
を
果
た
し
て
い
る
が

手
狭
な
場
合
も
あ
る
。

　

今
の
段
階
で
答
弁
は
控

え
た
い
。

学
校
施
設
の
早
急
な

整
備
を
望
む

急
を
要
す
る
も
の
か
ら

順
次
取
り
組
む

質問

答弁

電
話
相
談
事
業

そ
の
後
の

利
用
状
況
は

保
育
園
増
設
と

町
民
セ
ン
タ
ー

建
設
を

早急な施設整備が望まれる　加美小学校
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一般質問町政を問う町政を問う町政を問う町政を問う

議員に対し、寄付を出すように勧誘や要求することは禁止されています。

松島　啓 議員

問　
本
年
４
月
に
行
わ

れ
た
全
国
学
力
テ
ス

ト
の
町
内
小
・
中
学
校
の

結
果
は
ど
う
か
。
ま
た
、

今
後
の
対
策
は
。

　

昨
年
、
議
会
の
行
政
視

察
で
、
大
分
県
豊
後
高
田

市
の
教
育
施
策
『
学
び
の

21
世
紀
塾
』
な
ど
で
、
学

力
を
飛
躍
的
に
向
上
さ
せ

た
取
り
組
み
を
学
ん
だ
。

本
町
と
し
て
も
、
テ
レ
ビ

寺
子
屋
な
ど
ケ
ー
ブ
ル
テ

レ
ビ
を
使
っ
た
講
座
は
、

学
校
と
連
携
し
て
で
き
る

の
で
は
な
い
か
。

　

ま
た
、
本
年
に
福
武
教

育
文
化
振
興
財
団
の
事
業

で
、副
町
長
と
教
育
長
が
、

豊
後
高
田
市
を
視
察
し
て

い
る
が
、
感
じ
た
こ
と
お

よ
び
本
町
の
今
後
の
教
育

に
ど
の
よ
う
に
生
か
す
べ

き
と
考
え
て
い
る
か
。

　

教
育
の
充
実
が
、
定
住

促
進
に
も
、
つ
な
が
っ
て

い
る
こ
と
な
ど
。

　

今
後
、
土
曜
日
の
体
験

講
座
な
ど
を
生
か
し
、
学

習
塾
な
ど
と
共
存
し
な
が

ら
、
学
習
習
慣
を
醸
成
す

る
こ
と
が
大
切
で
あ
る
。

問　
昨
年
、
個
人
的
に

高
知
県
馬
路
村
を
視

察
し
た
。

　

柚
子
の
加
工
品
生
産
、

特
産
の
杉
を
使
っ
た
木
工

製
品
で
、
村
の
約
４
割
の

雇
用
確
保
に
つ
な
が
っ
て

い
る
。

　

ま
た
案
内
看
板
な
ど

が
、
セ
ン
ス
の
良
い
デ
ザ

イ
ン
に
統
一
さ
れ
、
女
性

客
に
好
評
で
あ
る
。

　

本
町
の
ま
ち
づ
く
り
に

参
考
に
で
き
る
こ
と
が
、

多
く
あ
る
の
で
は
な
い
か
。

答
定
本
町
長

　

本
町
も
、
馬
路
村

の
よ
う
な
特
産
品
を
つ
く

っ
て
い
き
た
い
。
ま
ず
、

昔
か
ら
栽
培
し
て
い
る
ピ

オ
ー
ネ
を『
美
咲
ぶ
ど
う
』

と
し
て
売
り
出
し
た
い
。

大
手
商
社
の
協
力
で
、
海

外
へ
の
販
路
拡
大
の
話
を

進
め
て
い
る
。

問　
定
住
促
進
は
、
全

町
統
一
し
た
も
の
で

は
な
く
、
各
地
域
に
合
っ

た
策
を
行
う
べ
き
で
は
。

住
宅
整
備
の
計
画
は
。

答
定
本
町
長

　

定
住
促
進
に
は
、

ま
ず
保
育
や
教
育
の
充
実

と
い
っ
た
基
本
的
な
諸
条

件
を
整
え
る
こ
と
が
重
要

で
あ
る
。
住
宅
整
備
は
、

国
か
ら
の
補
助
金
制
度
が

廃
止
の
方
向
で
難
し
い
。

答
泉
教
育
長

　

学
力
テ
ス
ト
の
結

果
は
、
本
町
全
体
で
は

小
・
中
学
校
と
も
に
全
国

平
均
よ
り
や
や
低
い
。
結

果
を
し
っ
か
り
分
析
し

て
、
学
力
向
上
の
対
策
を

講
じ
る
。

　

ま
た
、
豊
後
高
田
市
の

取
組
み
を
参
考
に
し
て
、

み
さ
き
テ
レ
ビ
で
、
各
教

科
の
ポ
イ
ン
ト
学
習
な
ど

放
送
し
て
い
き
た
い
。

答
岡
部
副
町
長

　

豊
後
高
田
市
の
視

察
で
感
じ
た
の
は
、『
学
び

の
21
世
紀
塾
』
を
機
軸
に

し
た
取
組
み
の
効
果
、
教

育
ビ
ジ
ョ
ン
を
教
職
員
が

理
解
し
、
前
向
き
で
意
欲

あ
ふ
れ
る
意
識
改
革
が
で

き
て
い
る
。

　

そ
し
て
、
学
校
、
行
政
、

地
域
、
退
職
教
員
、
塾
の

講
師
、
大
学
生
な
ど
多
く

の
人
が
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

を
し
て
つ
な
が
る
仕
組
み

が
で
き
て
い
る
こ
と
。

　

行
政
が
住
民
に
多
く
の

こ
と
を
公
開
し
て
、
信
頼

関
係
を
得
て
い
る
こ
と
。

馬
路
村
に
学
べ

地
域
に
あ
っ
た

住
宅
施
策
を

日ごろの学習成果を発表（旭中学校文化祭）

教育のまち美咲町
の実現を

みさきテレビで
教育番組を計画する

質問

答弁
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一般質問町政を問う町政を問う町政を問う町政を問う

有権者が威迫あるいは議員を陥れる目的で寄付を求めると処罰されます。

松田英二 議員

問　
町
内
に
は
小
・
中

学
校
合
わ
せ
て
８
校

の
学
校
が
整
備
さ
れ
て
い

る
が
、
建
設
後
20
年
以
上

経
過
す
る
施
設
が
数
多
く

存
在
す
る
。

　

老
朽
化
し
た
施
設
の
整

備
計
画
は
立
て
て
い
る
の

か
。答

泉
教
育
長

　

内
々
に
は
予
定
し

て
い
る
が
、
具
体
的
な
実

現
の
中
身
に
つ
い
て
は
今

後
検
討
し
て
い
く
。

問　
地
方
自
治
体
が
区

域
内
の
学
校
施
設
に

大
規
模
な
改
造
工
事
を
施

答
泉
教
育
長

　

ま
ず
旭
小
学
校
の

改
修
と
美
咲
中
央
小
学
校

の
教
室
増
設
を
実
施
す
る

予
定
で
近
く
調
査
に
着
手

す
る
。

　

他
の
学
校
に
つ
い
て
は

緊
急
性
を
考
慮
し
た
上
で

検
討
し
て
い
く
。

答
定
本
町
長

　

指
摘
の
学
校
施
設

に
つ
い
て
は
、
平
成
32
年

度
ま
で
の
年
次
的
な
事
業

計
画
を
作
成
し
て
対
応
を

図
る
。

問　
建
築
工
事
に
関
連

す
る
職
種
は
多
岐
に

渡
り
、
あ
ら
ゆ
る
業
種
に

波
及
す
る
こ
と
か
ら
景
気

浮
揚
の
効
果
が
大
き
い
と

さ
れ
て
い
る
。

　

町
内
の
建
築
行
政
を
進

め
て
い
く
上
で
一
級
建
築

士
の
資
格
を
持
っ
た
職
員

を
採
用
し
、
老
朽
ヵ
所
の

調
査
、
基
本
的
な
図
面
の

作
成
な
ど
を
内
部
で
処
理

す
る
こ
と
は
で
き
な
い
か
。

答
定
本
町
長

　

現
在
、
役
場
に
は

一
級
、
二
級
の
建
築
士
が

３
人
い
る
が
、
土
木
業
務

と
の
兼
務
で
あ
り
専
門
職

と
し
て
の
業
務
は
で
き
て

い
な
い
。

　

土
木
職
員
を
採
用
す
る

こ
と
で
少
な
か
ら
ず
専
門

的
な
業
務
が
で
き
る
体
制

を
考
え
て
い
き
た
い
。

問　
資
格
を
持
つ
人
は

社
会
的
資
産
で
あ
る
。

　

工
業
高
校
な
ど
を
卒
業

す
る
新
卒
を
採
用
す
る
こ

と
で
、
人
財
の
確
保
・
育

成
を
図
る
こ
と
も
行
政
の

重
要
な
仕
事
で
は
な
い
の

か
。答

定
本
町
長

　

こ
こ
２
～
３
年
の

内
に
は
建
設
工
事
に
携
わ

っ
て
き
た
優
秀
な
課
長
が

退
職
と
な
る
予
定
だ
。
町

全
体
を
支
え
る
人
材
の
確

保
と
育
成
に
は
危
機
感
を

持
っ
て
取
り
組
ま
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
。

問　
６
月
定
例
会
で
空

き
家
管
理
条
例
が
制

定
さ
れ
た
。

　

町
内
の
あ
ち
ら
こ
ち
ら

に
倒
壊
寸
前
の
建
物
が
見

受
け
ら
れ
る
。
こ
う
し
た

施
設
へ
の
法
的
な
手
続
き

も
含
め
た
対
応
を
建
築
士

に
期
待
し
た
い
が
。

答
定
本
町
長

　

今
の
条
例
で
は
勧

告
と
公
示
は
で
き
る
が
行

政
代
執
行
は
で
き
な
い
。

必
要
が
生
じ
れ
ば
条
例
改

正
な
ど
の
措
置
を
図
っ
て

い
く
。

す
場
合
、
文
部
科
学
省
の

学
校
施
設
環
境
改
善
交
付

金
を
受
け
る
こ
と
が
で
き

る
。

　

事
業
費
の
１
／
３
を
補

助
す
る
こ
の
制
度
を
使
っ

て
、
築
後
20
年
が
経
過
す

る
旭
小
学
校
、
加
美
小
学

校
、
柵
原
東
小
学
校
、
柵

原
中
学
校
な
ど
の
施
設
整

備
を
消
費
税
が
上
が
る
前

に
実
施
す
る
考
え
は
な
い

か
。

老
朽
化
し
た
学
校
施
設

の
整
備
方
針
は

年
次
計
画
に
沿
っ
て

対
応
を
図
る

質問

答弁

建
築
行
政
に

対
応
す
る
強
化
が

必
要
で
は

リニューアルを待ち望む旭小学校
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一般質問町政を問う町政を問う町政を問う町政を問う

三船勝之 議員

問　
合
併
か
ら
７
年
が

経
過
し
、
少
数
精
鋭

主
義
を
断
行
す
べ
き
だ

が
、
行
政
は
コ
ス
ト
感
と

ス
ピ
ー
ド
感
が
な
い
と
言

わ
れ
て
い
る
。

　

合
併
当
初
か
ら
の
職
員

数
と
人
件
費
の
推
移
は
ど

う
な
っ
て
い
る
の
か
。

答
難
波
総
務
課
長

　

正
規
職
員
数
と
そ

れ
に
係
る
人
件
費
の
予
算

の
総
額
は
、
平
成
17
年
度

職
員
数
２
４
６
人
で
十
八

億
二
千
九
百
万
円
。
平
成

21
年
度
１
９
７
人
で
十
五

億
二
千
四
百
万
円
、
平
成

量
が
増
え
た
が
、
あ
る
程

度
の
人
数
、人
材
が
必
要
。

　

機
構
改
革
に
つ
い
て
は

副
町
長
に
指
示
し
て
い
る
。

　

実
現
に
向
け
て
検
討
中

で
あ
る
。

問　
平
成
28
年
度
を
も

っ
て
簡
易
水
道
か
ら

上
水
道
へ
移
行
と
な
る

が
、
そ
の
後
の
管
理
体
制

の
方
針
は
ど
う
考
え
る
の

か
。答

赤
堀
上
下
水
道
環
境

課
長

　

上
水
道
へ
移
行
後
は
、

水
道
料
金
の
見
直
し
な
ど

を
視
野
に
入
れ
、
上
水
道

と
し
て
公
営
企
業
会
計
へ

移
行
す
る
方
針
が
決
ま
っ

て
い
る
。

　

水
道
事
業
の
第
三
者
委

託
に
つ
い
て
は
、
今
後
、

先
進
自
治
体
を
研
究
の

上
、
検
討
し
た
い
。

答
定
本
町
長

　

柵
原
、
中
央
、
旭

３
地
域
が
そ
れ
ぞ
れ
独
立

し
た
運
営
を
す
る
第
三
者

委
託
の
考
え
方
も
あ
る
。

問　
情
報
交
通
課
で
、

平
成
24
年
度
か
ら
み

さ
き
テ
レ
ビ
の
運
営
を
オ

ー
ビ
ス
に
委
託
し
た
が
、

多
額
の
委
託
料
で
あ
り
な

が
ら
、
み
さ
き
テ
レ
ビ
に

変
化
が
な
い
。
町
民
か
ら

良
く
な
っ
た
と
い
う
声
が

聞
こ
え
な
い
。

　

今
後
の
考
え
は
。

答
鈴
鹿
情
報
交
通
課
長

　

安
定
的
な
み
さ
き

ネ
ッ
ト
の
運
営
を
行
う
た

め
、
オ
ー
ビ
ス
へ
委
託
し

た
。

　

今
後
は
、
新
し
い
番
組

作
成
に
も
力
を
注
ぐ
よ
う

要
請
す
る
。

機
構
改
革
で
小
さ
な

行
政
を
目
指
せ

効
率
的
な
組
織
体
制

づ
く
り
を
検
討
中

質問

答弁

24
年
度
２
０
２
人
で
十
五

億
八
千
三
百
万
円
。

問　
縦
割
り
行
政
の
解

消
の
た
め
、
総
務
課

と
企
画
財
政
課
を
一
課

に
。
産
業
観
光
課
と
建
設

課
を
一
課
に
す
る
な
ど
の

方
法
も
あ
る
が
、
機
構
改

革
の
考
え
は
。

答
岡
部
副
町
長

　

機
構
改
革
に
伴
う

職
員
数
の
管
理
は
、
定
数

削
減
が
目
的
で
は
な
く
、

全
体
の
効
率
化
と
質
の
向

上
を
達
成
す
る
た
め
に
行

う
。

　

業
務
内
容
や
文
書
な
ど

に
つ
い
て
も
十
分
見
直

し
、
機
能
的
か
つ
効
率
的

な
組
織
に
す
る
た
め
検
討

中
で
あ
る
。

答
定
本
町
長

　

合
併
に
よ
り
事
務

水
道
事
業
管
理

体
制
の
方
針
は

み
さ
き
テ
レ
ビ

運
営
方
法
の
見
直
し

が
必
要
で
は

機構改革で役場はどう変わるか
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一般質問町政を問う町政を問う町政を問う町政を問う

金谷髙子 議員

問　
成
年
後
見
制
度

は
、
認
知
症
の
人
や

知
的
障
が
い
の
あ
る
人
、

ま
た
、
精
神
障
が
い
の
あ

る
人
な
ど
、
自
分
で
は
判

断
能
力
が
不
十
分
な
人
に

対
し
て
法
的
に
支
援
す
る

後
見
人
が
、
本
人
に
代
わ

り
、
財
産
の
管
理
や
福
祉

の
サ
ー
ビ
ス
を
受
け
る
た

め
の
事
務
処
理
な
ど
を
行

う
も
の
で
あ
る
。

　

認
知
症
の
人
が
、
10
年

前
か
ら
倍
増
し
、
３
０
０

万
人
を
突
破
し
た
と
推
計

さ
れ
て
い
る
。

　

成
年
後
見
制
度
の
利
用

た
後
、
さ
ら
に
町
の
地
域

状
況
を
伝
え
る
よ
う
な
講

義
を
研
究
中
で
あ
る
。

問　
対
象
者
へ
の
制
度

の
周
知
、
支
援
の
考

え
は
。

答
村
島
健
康
増
進
課
長

　

職
員
と
専
門
の
弁

護
士
と
検
討
会
を
実
施

し
、
権
利
擁
護
の
視
点
に

立
っ
た
支
援
を
進
め
て
い

る
。
広
報
紙
な
ど
で
わ
か

り
や
す
い
説
明
に
努
め
る
。

問　
旧
中
国
銀
行
の
跡

地
に
空
き
家
対
策
室

が
設
置
さ
れ
る
。
活
動
内

容
と
目
的
は
。

答
遠
藤
企
画
財
政
課
長

　

平
成
21
年
度
、
22

年
度
に
３
１
８
件
の
空
き

家
の
調
査
を
し
て
か
ら
、

数
年
が
経
っ
て
い
る
た

め
、
再
調
査
が
必
要
。
ま

た
、
売
り
主
と
買
い
主
、

賃
貸
物
件
の
所
有
者
と
入

居
者
な
ど
の
調
整
を
行
っ

て
も
ら
う
。

問　
ど
の
市
町
村
も
人

口
減
少
の
歯
止
め
に

と
、
特
色
の
あ
る
取
り
組

み
を
し
て
い
る
。
新
企
画

は
ど
の
よ
う
な
も
の
か
。

答
岡
部
副
町
長

　

７
月
に
第
１
回
プ

ロ
ジ
ェ
ク
ト
チ
ー
ム
の
会

議
を
し
、
現
在
ま
で
２
回

開
い
た
。

　

新
し
い
施
策
に
つ
な
が

る
美
咲
流
の
取
り
組
み
に

つ
い
て
は
、
今
少
し
検
討

し
た
い
。

問　
他
市
町
村
か
ら
美

咲
町
に
移
住
さ
れ
た

人
々
の
意
見
交
流
会
を
開

催
し
て
は
ど
う
か
。

答
岡
部
副
町
長

　

客
観
的
な
視
点
で

の
意
見
を
聞
き
、
ネ
ッ
ト

ワ
ー
ク
を
作
る
チ
ャ
ン
ス

で
も
あ
り
、
前
向
き
に
考

え
た
い
。

成
年
後
見
人
の育成

を
急
げ

本
町
で
で
き
る
こ
と
を

研
究
中

質問

答弁

の
実
態
は
。

答
村
島
健
康
増
進
課
長

　

成
年
後
見
を
申
し

立
て
る
こ
と
が
で
き
な
い

人
に
つ
い
て
、
町
長
申
し

立
て
を
す
る
制
度
が
あ

る
。平
成
20
年
度
に
１
件
、

平
成
21
年
度
に
２
件
、
本

年
度
は
障
が
い
の
あ
る
人

と
高
齢
者
の
人
２
件
を
町

長
申
し
立
て
で
申
請
中
。

問　
後
見
人
の
育
成
、

確
保
の
考
え
は
。

答
村
島
健
康
増
進
課
長

　

岡
山
県
社
会
福
祉

協
議
会
が
岡
山
県
の
委
託

を
受
け
て
、
７
日
間
の
研

修
を
実
施
し
て
い
る
。
単

町
で
は
、
こ
の
よ
う
な
研

修
を
企
画
す
る
の
は
難
し

い
。

　

岡
山
県
社
会
福
祉
協
議

会
開
催
の
研
修
を
受
講
し

空
き
家
対
策
の目的

は

定
住
促
進

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の

新
企
画
は

人口増に期待される空き家対策室
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一般質問町政を問う町政を問う町政を問う町政を問う

問　
町
内
の
荒
廃
地
、

不
作
付
地
が
目
立

つ
。
ま
た
、
畜
産
、
葉
タ

バ
コ
な
ど
農
業
の
減
少
は

著
し
い
。
こ
の
20
年
間
の

町
内
の
動
向
は
。

　

人
・
農
地
プ
ラ
ン
で
実

施
し
た
ア
ン
ケ
ー
ト
の
結

果
は
。

答
矢
木
産
業
観
光
課
長

　

農
林
業
セ
ン
サ
ス

２
０
１
０
年
と
１
９
９
０

年
の
報
告
で
は

▽�

農
家
数
は
58
％
減
少
し
、

１
３
０
３
戸

▽�

水
稲
作
付
農
家
は
50
％

減
の
１
１
５
４
戸

▽�

作
付
面
積
は
40
％
減
の

７
５
９
ha

▽�

牛
、
豚
な
ど
の
畜
産
農

家
数
は
85
％
減
の
43
戸

▽�

葉
タ
バ
コ
な
ど
、
工
芸

作
物
は
95
％
減
の
20
戸

と
な
っ
て
い
る
。

　

本
年
度
４
月
実
施
の
ア

ン
ケ
ー
ト
は
回
収
率
40

％
。
結
果
か
ら
多
く
の
農

業
者
が
高
齢
化
、
後
継
者

不
足
、
耕
作
放
棄
地
の
増

加
に
不
安
を
持
ち
、５
年
、

10
年
後
の
展
望
が
思
い
描

け
な
い
地
域
が
増
え
て
い

る
。

　

人
・
農
地
プ
ラ
ン
の
作

成
は
地
域
農
業
の
問
題
を

み
ん
な
で
話
し
合
い
、
地

域
の
将
来
を
考
え
る
も

の
。
全
地
域
で
の
取
り
組

み
を
期
待
し
て
い
る
。

問　
農
業
は
町
の
基
幹

産
業
と
位
置
付
け
て

い
る
が
農
業
離
れ
が
進
ん

で
い
る
。
国
策
と
し
て
６

次
産
業
化
、
企
業
化
が
い

わ
れ
て
い
る
が
、
町
単
独

で
の
支
援
は
。

答
定
本
町
長

　

町
で
は
、黄
ニ
ラ
、

ア
ス
パ
ラ
、
ピ
オ
ー
ネ
を

奨
励
し
、
栽
培
者
も
増
え

て
い
る
。
転
作
作
物
と
し

て
注
目
し
て
い
る
が
、
労

働
力
、
資
金
面
で
転
換
し

き
れ
な
い
現
状
が
あ
る
。

　

今
は
、
国
・
県
の
補
助

事
業
に
対
応
で
き
る
農
業

体
制
を
整
え
る
こ
と
し
か

で
き
な
い
。

　

町
単
独
で
の
農
業
支
援

に
は
莫
大
な
費
用
が
必
要

で
難
し
い
。
中
山
間
直
接

支
払
制
度
、
農
地
水
環
境

制
度
の
活
用
を
奨
励
し
て

い
く
。

問　
頑
張
っ
て
い
る
中

核
農
家
へ
の
、
国
・

県
の
資
金
面
で
の
支
援
は

極
め
て
限
ら
れ
て
い
る
。

　

全
地
域
に
利
用
を
拡
大

し
た
農
業
公
社
だ
が
、
農

機
具
の
更
新
な
ど
資
金
面

で
苦
労
が
多
い
。
町
と
し

て
対
応
は
。

答
定
本
町
長

　

条
件
的
に
不
利
な

農
地
も
請
け
負
っ
て
い
る

農
業
公
社
の
役
割
は
、
非

常
に
重
要
に
な
っ
て
く

る
。
国
土
保
全
や
景
観
整

備
の
面
も
含
め
て
公
社
は

必
要
で
あ
る
。

　

今
後
、
農
業
公
社
へ
の

支
援
も
増
え
る
が
、
農
業

を
守
る
た
め
に
必
要
な
出

費
と
考
え
て
い
る
。

岡田　壽 議員

過
去
20
年
間
の

農
業
の
動
向
は

激
変
し
た
地
域
農
業
に不安

質問

答弁

基
幹
産
業
で
あ
る

農
業
へ
の
　

町
単
独
支
援
は

利
用
拡
大
し
た

農
業
公
社
の

充
実
を
図
れ

農地の荒廃防止にがんばる農業公社
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新
投
票
所
へ
の

時
刻
表
を
早
期
に

告
知
放
送
や
広
報
紙
で

お
知
ら
せ
す
る

質問

答弁

染山朝子 議員

問　
９
月
１
日
か
ら
、

投
票
所
が
変
更
と
な

る
個
所
が
あ
り
、
交
通
手

段
を
持
た
な
い
人
が
心
配

し
て
い
る
。
旧
投
票
所
へ

大
き
な
時
刻
表
の
掲
示
が

あ
れ
ば
、
早
め
に
計
画
を

立
て
ら
れ
る
こ
と
で
安
心

で
き
る
が
。

答
難
波
総
務
課
長

　

10
月
に
は
町
広
報

紙
に
掲
載
し
、
告
知
放
送

も
す
る
予
定
で
あ
る
。
投

票
日
の
送
迎
は
旧
投
票
所

と
新
投
票
所
を
結
ぶ
も
の

で
あ
り
、
福
祉
巡
回
バ
ス

な
ど
に
よ
り
期
日
前
投
票

も
利
用
し
て
い
た
だ
き
た

い
。

　

今
回
の
利
用
状
況
、
利

用
者
の
声
な
ど
か
ら
、
運

行
の
仕
方
を
検
討
し
て
い

き
た
い
。

問　
本
年
度
か
ら
開
始

の
健
康
づ
く
り
に
関

連
し
た
教
室
お
よ
び
リ
ー

ダ
ー
養
成
講
座
の
具
体
的

内
容
は
。

答
村
島
健
康
増
進
課
長

　

本
年
度
か
ら
、
コ

ロ
バ
ン
公
民
館
と
い
う
名

称
で
、
打
穴
西
地
区
、
大

垪
和
地
区
、
中
地
区
、
垪

和
地
区
、
大
戸
上
・
定
宗

地
区
、
飯
岡
地
区
の
６
会

場
で
実
施
。

　

各
会
場
と
も
日
常
生
活

に
関
す
る
調
査
で
、
介
護

予
防
が
必
要
と
思
わ
れ
る

人
に
コ
ロ
バ
ン
体
操
の
指

導
員
を
加
え
た
25
人
前
後

で
実
施
す
る
。

　

目
的
は
、
運
動
機
能
と

口
腔
機
能
の
向
上
。
半
年

間
の
１
ク
ー
ル
終
了
後

は
、
参
加
者
が
地
域
の
サ

ロ
ン
な
ど
で
継
続
実
施
し

て
い
く
考
え
。

　

今
後
３
年
間
で
、
町
内

に
広
げ
る
計
画
を
進
め
て

い
る
。

　

愛
育
委
員
会
、
栄
養
委

員
会
の
組
織
育
成
、
介
護

予
防
に
お
い
て
コ
ロ
バ
ン

体
操
の
指
導
員
の
養
成
に

力
を
入
れ
て
い
る
。
健
康

づ
く
り
の
リ
ー
ダ
ー
と
し

て
は
、
こ
れ
ま
で
の
活
動

に
プ
ラ
ス
し
な
が
ら
展
開

し
、
健
康
増
進
を
進
め
て

い
き
た
い
。

問　
柵
原
星
の
里
ス
ポ

レ
ク
ク
ラ
ブ
の
看
板

が
柵
原
総
合
支
所
移
転
に

伴
い
外
さ
れ
て
い
る
。
幅

広
い
活
動
を
行
っ
て
い
る

団
体
な
の
で
、
取
り
付
け

を
願
い
た
い
。

　

地
域
総
合
型
ス
ポ
ー
ツ

ク
ラ
ブ
は
、
ス
ポ
ー
ツ
や

レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
を
通

し
て
の
生
き
が
い
づ
く
り

に
寄
与
し
て
お
り
、
青
少

年
の
健
全
育
成
の
観
点
か

ら
も
重
要
な
団
体
で
あ
る
。

答
中
西
柵
原
総
合
支
所

長

　

ス
ポ
レ
ク
の
ほ
か
文
化

協
会
な
ど
の
各
種
団
体

は
、
文
化
セ
ン
タ
ー
別
館

に
移
転
し
た
。
各
種
団
体

と
共
用
の
看
板
を
設
置
す

る
な
ど
の
協
議
を
し
て
い

た
だ
き
た
い
。

問　
火
葬
場
の
ト
イ
レ

に
ジ
ェ
ッ
ト
タ
オ
ル

を
設
置
で
き
な
い
か
。

答
定
本
町
長

　

他
施
設
の
状
況
を

見
て
判
断
し
た
い
。

健
康
教
室
の

具
体
的
な
内
容
は

柵
原
星
の
里

ス
ポ
レ
ク
の

看
板
取
り
付
け
を

火
葬
場
に

ジ
ェ
ッ
ト
タ
オ
ル
を

楽しく元気にコロバン体操
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主
体
的
・
自
立
的
な

財
政
運
営
を

財
政
指
標
は
か
な
り

良
く
な
っ
て
い
る

質問

答弁

問　
合
併
以
来
、
借
金

の
返
済
も
進
み
財
政

指
標
も
あ
る
程
度
良
く
な

っ
て
は
い
る
が
、
こ
れ
か

ら
の
財
政
運
営
は
更
に
厳

し
く
な
っ
て
く
る
と
考
え

ら
れ
る
。

　

国
が
定
め
る
財
政
指
標

で
は
な
く
、
自
立
的
な
指

標
を
持
っ
て
財
政
運
営
に

あ
た
る
べ
き
で
は
。

答
遠
藤
企
画
財
政
課
長

　

借
金
返
済
が
進
ん

で
い
る
の
で
、
公
債
比
率

は
心
配
し
て
い
な
い
。
経

常
収
支
比
率
は
80
％
以
下

と
な
る
よ
う
努
力
す
る
。

問　
合
併
以
来
の
赤
字

予
算
を
ど
う
考
え
る

か
。答

遠
藤
企
画
財
政
課
長

　

基
金
を
使
い
切
る

こ
と
は
で
き
な
い
。
決
算

で
赤
字
に
な
ら
な
い
支
出

を
考
え
る
。

問　
固
定
経
費
削
減
の

た
め
、
職
員
定
数
・

人
件
費
に
つ
い
て
ど
う
考

え
る
か
。

答
遠
藤
企
画
財
政
課
長

　

本
年
８
月
に
平
成

29
年
度
ま
で
の
財
政
運
営

適
正
化
計
画
を
作
成
し

た
。
こ
の
中
に
人
件
費
、

職
員
定
数
に
つ
い
て
の
考

え
方
を
示
し
て
い
る
。
基

本
は
退
職
者
の
１
／
２
を

補
充
す
る
。

問　
国
の
政
策
に
翻
弄

さ
れ
る
町
で
あ
っ
て

は
な
ら
な
い
。
主
体
的
、

自
立
的
な
財
政
運
営
が
必

要
で
は
。

答
定
本
町
長

　

国
の
経
済
対
策
に

よ
る
交
付
金
事
業
に
よ
る

効
果
も
あ
り
、
財
政
指
標

は
か
な
り
良
く
な
っ
て
き

た
。

　

平
成
29
年
に
は
、
実
質

公
債
費
率
は
15
・
１
％
、

将
来
負
担
比
率
47
・
６
％

と
予
測
し
て
お
り
、
消
費

税
ア
ッ
プ
に
よ
る
効
果
も

期
待
し
て
い
る
。

問　
行
政
組
織
の
効
率

化
と
活
性
化
の
た
め

に
、
部
制
・
一
部
本
庁
方

式
を
取
り
入
れ
て
は
ど
う

か
。答

定
本
町
長

　

保
健
福
祉
課
と
健

康
増
進
課
は
業
務
が
重
な

る
部
分
が
多
く
統
廃
合
を

考
え
て
い
る
が
、
執
務
ス

ペ
ー
ス
の
点
で
苦
慮
し
て

い
る
。

　

合
併
協
議
の
約
束
で
あ

る
総
合
支
所
方
式
の
採
用

は
、
部
分
的
に
で
も
崩
し

て
は
い
け
な
い
と
考
え
て

い
る
。

問　
美
咲
町
振
興
計
画

に
、
行
政
組
織
の
ス

リ
ム
化
、
効
率
化
の
た
め

の
工
程
表
を
盛
り
込
む
べ

き
で
あ
る
。

答
定
本
町
長

　

現
在
は
、
ま
だ
赤

字
で
は
な
い
。
赤
字
が
続

く
状
況
に
な
れ
ば
検
討
す

る
が
、
当
面
は
支
出
を
抑

え
対
応
す
る
。

問　
不
要
論
も
含
め
た

教
育
委
員
会
の
あ
り

方
に
つ
い
て
ど
う
考
え
る

か
。

答
泉
教
育
長

　

教
育
委
員
会
制
度

に
つ
い
て
は
、
町
村
で
は

事
務
局
機
能
が
十
分
で
は

な
い
が
、
人
権
尊
重
を
第

一
に
、
可
能
な
限
り
情
報

公
開
を
し
な
が
ら
、
問
題

解
決
に
努
め
る
。

　

本
年
度
か
ら
は
、
指
導

主
事
を
配
置
す
る
と
と
も

に
、
教
育
委
員
会
の
会
議

に
お
い
て
も
、
今
日
の
事

態
を
重
く
受
け
止
め
、
議

論
を
深
め
て
い
く
。

小島洋征 議員

組
織
の
効
率
化
に

機
構
改
革
を

教
育
委
員
会
の

あ
り
方
は

教育委員会の職責が問われる時代だが…
（例月の教育委員会風景）
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質問　ワクチン助成の充実
子どもたちの健康と命を守るために「子宮頸

けい

がん予防ワクチン」および「髄
ずいまくえん

膜炎予防のヒブワク
チン」へのワクチン助成の充実を望む。

質問　空き家管理条例の制定
老朽化した空き家を放置することで倒壊の危険、火災・犯罪の恐れがある空き家を適正に管理す
るための条例が作れないか。

質問　廃品回収報奨金制度の創設
ゴミの減量化・再資源化を進めるためには住民が自ら行動する必要がある。
町内で行われている廃品回収に報奨金制度は作れないか。

その後　
平成22年10月から、子宮頸

けい

がん予防ワク
チン（中学生が対象）・ヒブワクチン（５
歳までが対象）接種事業を町費により開
始した。
現在は全額公費負担（町と県で約1/2ず
つ）となっている。
また、平成23年１月からは小児用肺炎球
菌ワクチン予防接種も開始している。

その後　
平成24年６月定例議会において「空き家等
の適正管理に関する条例」が制定された。

その後　
平成23年４月から、古紙・空き缶などの資源ゴミ
の廃品回収を実施した団体に１㎏に付き５円の報
奨金を交付している。

答弁　
各種ワクチンへの助成は、供給状況と
国・県の動向を見ながら検討していく。

答弁　
埼玉県所沢市で空き家適正管理条例が制定されて
いるが、現段階では空き家の適正な管理を所有す
る人に要請するのが行政の限界である。

答弁　
分別すればゴミも重要な資源となる廃品回収に対
する報奨金制度は十分検討する。

一般質問  追跡調査
どうな

った？
？

　　　
 あの

質問

議員から町執行部への一般質問で何が変わったのか。
22年度の質問からの追跡調査を報告します。
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美
咲
町
議
会
基
本
条
例
第
15

条
お
よ
び
第
16
条
の
定
め
る
と

こ
ろ
に
よ
り
「
議
員
定
数
・
報

酬
等
特
別
委
員
会
」
の
設
置
を

平
成
24
年
６
月
定
例
議
会
に
お

い
て
議
決
し
た
。

　

全
議
員
16
人
で
組
織
し
た
特

別
委
員
会
に
お
い
て
、
行
財
政

改
革
の
視
点
、
町
政
の
現
状
と

課
題
、
二
元
代
表
制
の
役
割
、

地
域
の
声
な
ど
の
観
点
か
ら
さ

ま
ざ
ま
な
意
見
を
聴
取
し
、
活

発
な
議
論
を
尽
く
し
た
結
果
、

議
員
定
数
・
議
員
報
酬
共
に
現

状
を
維
持
す
る
と
い
う
結
論
に

達
し
ま
し
た
。

　

各
議
員
の
意
見
集
約
を
次
の

と
お
り
報
告
し
ま
す
。

定
数
・
報
酬
共
に

現
状
を
維
持

議員定数・
報酬等特別
委員会報告

定　数 報　酬 意　　見　　要　　約

金 谷 議 員 現状維持 現状維持 地域の声を聞く為には現状の16人程度は必要と思う。町の面積が
広すぎることも理由の一つ。

松 田 議 員 現状維持 現状維持 報酬を月額30万円程度に引き上げれるのであれば定数は14人だ
が、現状において報酬増額は不可能。よって現状維持が望ましい。

江 原 議 員 14人 月30万円に増額 若い人が立候補するためには、報酬増は必要。

林 田 議 員 14人 現状維持 地域の声として定数減が非常に多い。
町内の人口増減も参考とする。
報酬は、将来的には財政状況を鑑みるのが適当。

岩 野 議 員 12人 月28万円に増額 定数は、和気町なみに減らす努力をすべき。
報酬は、生活給とするか悩むところで議論したい。

染 山 議 員 現状維持 現状維持 次期改選後も議会報告会が実施されると思うのでその都度、検証
の機会を作って決めていってほしい。

角 南 議 員 現状維持 現状維持 年間200人の人口が減少し、合併特例も無くなるが選挙半年前で
あり、次の議員で検討してほしい。

山 本 議 員 現状維持 月5000円の減額 報酬は、県内の状況も考慮して減額が望ましい。

小 島 議 員 現状維持 月26万円に増額 定数減にした時の弊害の方が心配。

草 苅 議 員 現状維持 現状維持 合併時には40人いた議員を16人にした。
非常に良く調整ができていた。

松 島 議 員 現状維持 現状維持 議会活性化のためにも定数は慎重に考えるべき。
あらゆる世代が立候補するためにも将来は報酬増額が望ましい。
議員活動を活発にするために政務調査費は必要。

日神山議員 現状維持 現状維持 基本的には若い人に門戸を開くため定数減・報酬増希望だが、改
選半年前に改める事は控えたい。
地域主体の活動ではなく、町全体を考えるシステムを考えるべき。

岡 田 議 員 現状維持 現状維持 人口1,000人に一人との決め方が分かり易い。
ただし、12人以下は広い町内では難しい。

下 山 議 員 現状維持 現状維持 現状維持が望ましいが、４年後の改選期には定数14人にしなけれ
ばならない。

貝阿彌議員 現状維持 現状維持 人口・面積などを考慮し、人口1,000人に一人として16人で良い。
現状の報酬は県下では高い方だが、委員会手当て、政務調査費が
無いため現状で良いと感じている。

三 船 議 員 現状維持 現状維持 二元代表制の中では適当な定数である。
委員会手当てを増設するのが現時点では適当か。
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議
会
費
あ
れ
こ
れ
　

平
成
23
年
度
の
議
会
管
理
費
支
出
額
は
一
億
二
千
五
百
二
十
五
万
百
三
十
七
円
で
、
一
般
会
計
に

対
す
る
割
合
は
1
・
04
％
と
な
り
ま
し
た
。
主
な
項
目
は
表
の
と
お
り
。

【議会費】
項　　　目 金　　　額

議員人件費 6,156万4,812円

一般職員人件費 1,234万4,170円

経常管理費
458万2,334円

（議長交際費17万2,000円含む）

各種負担金（退職議員の年金など） 4,675万8,821円

合計 1億2,525万 137円

【議会活動日数】
　　各議員が一年間に公務で活動した日数をまとめてみました。

議　長 283日（町外・県外・国外を含む）

副議長 154日（町外・県外を含む）

議員（14名） 平均124日（町外・県外・国外を含む）

　各議員によって異なりますが、表記の数字に各地域行事への参加日数が加算
されることになります。

【議員報酬】
　　議員が受け取る月額報酬は次のようになっています。

議　長 副議長 常任委員長 議　員

31万5,000円 26万2,000円 24万6,000円 24万円

※表記の報酬に加えて期末手当を６月に1.45ヵ月分と12月に1.65ヵ月分支給
しています。

※議会だより編集委員６人には年額４万円（委員長は５万円）を支給してい
ます。

※議会選出の監査委員１人には、出頭日数×7,400円を支給しています。

※各組合議会開催時（年間平均２回）には日額6,000円程度を支給していま
す。

◆他の市町村が支給している政務調査費・委員会手当などは支給していませ
ん。
【議員年金は廃止】
国会議員の年金制度廃止に伴い、平成23年６月１日より「地方議員年金
制度」も廃止されました。（ただし、受給資格者は年金受給か一時金受給
かを選択することができます。）

【退職金】
従来から議員には「退職金」はありません。
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議
会
だ
よ
り
８
月
号
で

美
咲
町
議
会
に
対
す
る
ア

ン
ケ
ー
ト
を
実
施
し
た
と

こ
ろ
、
た
く
さ
ん
の
人
か

ら
反
響
を
い
た
だ
き
ま
し

た
。
厳
し
い
ご
意
見
に
対

し
て
は
議
会
全
体
で
気
持

ち
を
引
き
締
め
て
対
応
し

て
い
き
ま
す
。
紙
面
の
都

合
で
す
べ
て
の
ご
意
見
は

掲
載
で
き
ま
せ
ん
が
、
主

な
内
容
を
紹
介
し
ま
す
。

【
議
会
だ
よ
り
改
善
点
】

◆�

重
要
政
策
を
重
点
的
に

わ
か
り
や
す
く
。

答　
政
策
に
つ
い
て
わ

か
り
や
す
い
文
章
を

心
が
け
て
い
き
ま
す
。

◆�

住
民
参
加
の
記
事
を
充

実
さ
せ
て
ほ
し
い
。

答　
積
極
的
に
取
り
組

み
ま
す
。

◆�
行
政
専
門
用
語
に
は
説

明
を
入
れ
て
ほ
し
い
。

答　
難
し
い
表
現
に
は

極
力
説
明
文
を
書
き

ま
す
。

【
議
員
へ
の
注
文
】

◆�

地
域
で
最
重
要
と
思
わ

れ
る
事
案
が
地
区
議
員

に
よ
っ
て
議
題
に
挙
げ

ら
れ
な
い
。

答　
そ
れ
ぞ
れ
の
地
域

の
役
員
会
な
ど
で
お

話
し
を
い
た
だ
け
れ
ば
必

ず
議
題
に
挙
げ
て
い
き
ま

す
。

◆�

議
員
は
地
元
の
発
言
ば

か
り
で
な
く
町
全
体
の

公
の
こ
と
を
考
え
る
べ

き
だ
。

答　
ま
ず
一
地
域
の
実

情
を
把
握
し
た
上

で
、
町
内
全
域
の
状
況
改

善
を
図
っ
て
い
き
ま
す
。

【
議
会
へ
の
注
文
】

◆�

議
会
の
政
策
に
期
待
す

る
。

○�

子
ど
も
、
高
齢
者
に
温

か
い
目
を
向
け
て
ほ
し

い
。

○�

高
齢
者
の
ひ
き
こ
も
り

予
防
対
策
に
力
を
入
れ

て
ほ
し
い
。

○�

高
齢
者
の
健
康
維
持
に

力
を
い
れ
て
ほ
し
い
。

答　
教
育
と
福
祉
は
政

治
の
原
点
で
す
。
し

っ
か
り
と
取
り
組
み
ま
す
。

◆�

旭
地
域
に
分
譲
地
は
で

き
な
い
か
。

答　
定
住
促
進
策
に
つ

い
て
は
、
こ
れ
か
ら

も
強
く
要
請
し
て
い
き
ま

す
。

◆�

議
会
の
視
察
が
観
光
気

分
で
は
困
る
。
参
加
し

た
人
は
必
ず
報
告
す
る

こ
と
。

答　
各
議
員
か
ら
報
告

さ
れ
た
内
容
を
ま
と

め
て
そ
の
都
度
議
会
だ
よ

り
に
掲
載
し
て
い
ま
す
。

◆�
一
般
質
問
追
跡
調
査
は

興
味
あ
る
内
容
だ
っ
た
。

　

�

議
会
視
察
の
追
跡
調
査

も
実
施
す
る
べ
き
。

答　
新
企
画
と
し
て
検

討
さ
せ
て
く
だ
さ
い
。

【
議
会
改
革
に
期
待
】

◆�

議
会
報
告
会
は
今
後
も

継
続
す
べ
き
。

答　
毎
年
内
容
を
充
実

し
て
い
き
ま
す
。

◆�

議
員
定
数
減
は
や
む
を

え
な
い
の
で
は
。
少
数

精
鋭
で
レ
ベ
ル
ア
ッ
プ

を
。

答　
特
別
委
員
会
で
議

論
し
た
結
果
、
議
員

定
数
は
、
現
状
を
維
持
し

ま
す
。（
24
ペ
ー
ジ
を
参

照
）

◆�

議
員
の
視
察
・
研
修
は

２
年
に
一
回
で
良
い
の

で
は
。

答　
研
修
し
た
こ
と
を

町
政
に
ど
う
生
か
せ

る
か
を
基
本
に
し
ま
す
。

◆�

自
治
体
は
透
明
性
が
高

く
、
情
報
公
開
は
徹
底

さ
れ
て
い
る
の
か
。

答　
情
報
公
開
制
度
は

制
定
さ
れ
て
い
ま
す

が
、
ま
だ
課
題
は
あ
る
と

思
い
ま
す
。

◆�

一
般
質
問
の
内
容
は
、

美
咲
町
活
性
化
の
建
設

的
な
意
見
を
望
む
。

答　
美
咲
町
発
展
に
向

け
た
議
題
に
取
り
組

み
、
論
戦
を
挑
ん
で
い
き

ま
す
。

◆�

議
員
活
動
の
「
見
え
る

化
」
の
推
進
、
議
員
評

価
制
度
の
導
入
は
で
き

な
い
か
。

答　
先
進
地
の
活
動
を

調
査
し
て
い
き
ま
す
。

議
会
にひと

こ
と

いつまでも元気でね（静香園とかめっこ保育園の交流）
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小
竹
町
議
会
か
ら

議
員
４
人
が

視
察
で
来
町

組合議会の報告組合議会の報告組合議会の報告
組合議会とは、行政上の目的別に他の市町村と共同で事務処理を行い、
目的の事業を効率的に行う団体組織

福
岡
県

　

10
月
11
日
に
福
岡
県

小
竹
町
か
ら
町
議
会
広

報
編
集
委
員
４
議
員
が

来
町
さ
れ
た
。

　

資
料
を
も
と
に
そ
れ

ぞ
れ
の
広
報
編
集
方
法

の
説
明
を
行
い
、
２
時

間
に
わ
た
っ
て
熱
心
な

質
疑
応
答
が
行
わ
れ
、

議
会
だ
よ
り
が
持
つ
重

要
性
の
認
識
を
新
た
に

し
、
双
方
の
発
展
を
期

し
て
終
了
し
た
。

全
国
町
村
議
会
広
報
研
修
会

勝
英
衛
生
施
設
組
合

（
美
作
市
、西
粟
倉
村
、

勝
央
、
奈
義
、
美
咲
町
）

　

10
月
12
日
、
定
例
会
を

開
催
し
、
23
年
度
決
算
認

定
、
24
年
度
一
般
会
計
補

正
予
算
五
百
九
万
円
の
２

議
案
を
審
議
、
全
会
一
致

で
可
決
し
た
。

岡
山
県
中
部
環
境

施
設
組
合

（
真
庭
市
、
美
咲
町
）

　

10
月
１
日
、
臨
時
会
を

開
催
し
、
24
年
度
一
般
会

計
補
正
予
算
千
五
百
二
十

九
万
円
を
審
議
、
全
会
一

致
で
可
決
し
た
。

津
山
圏
域衛

生
処
理
組
合

（
津
山
市
、
鏡
野
、
美

咲
町
）

　

10
月
18
日
、
定
例
会
を

開
催
し
、
23
年
度
決
算
認

定
、
24
年
度
一
般
会
計
補

正
予
算
千
八
百
九
十
八
万

円
な
ど
２
議
案
を
審
議
、

全
会
一
致
で
可
決
し
た
。

柵
原
吉
井
英
田

火
葬
場
施
設
組
合

（
美
作
市
、
赤
磐
市
、

美
咲
町
）

　

10
月
29
日
、
定
例
会
を

開
催
し
、
23
年
度
決
算
認

定
、
24
年
度
一
般
会
計
補

正
予
算
百
四
十
八
万
円
な

ど
２
議
案
を
審
議
、
全
会

一
致
で
可
決
し
た
。

津
山
圏
域

西
部
衛
生
施
設
組
合

（
津
山
市
、
鏡
野
、
美

咲
町
）

　

10
月
23
日
、
定
例
会
を

開
催
し
、
23
年
度
決
算
認

定
、
24
年
度
一
般
会
計
補

正
予
算
千
三
百
五
十
七
万

円
の
２
議
案
を
審
議
、
全

会
一
致
で
可
決
し
た
。

柵
原
吉
井
特
別
養
護

老
人
ホ
ー
ム
組
合

（
吉
井
川
荘
）

（
赤
磐
市
、
美
咲
町
）

　

10
月
29
日
、
定
例
会
を

開
催
し
、
23
年
度
決
算
認

定
、
24
年
度
一
般
会
計
補

正
予
算
二
千
八
百
九
十
万

円
な
ど
２
議
案
を
審
議
、

全
会
一
致
で
可
決
し
た
。

熱心に質疑する議会広報メンバー

　

７
月
30
日
～
７
月
31

日
に
全
国
町
村
議
会
広

報
研
修
会
が
東
京
都
の

砂
防
会
館
で
開
催
さ
れ

た
。

　

こ
の
研
修
会
は
、
全

国
町
村
議
会
議
長
会
が

主
催
し
て
毎
年
開
催
さ

れ
て
い
る
議
会
だ
よ
り

の
編
集
講
習
会
で
あ

り
、
今
年
は

北
海
道
か
ら

沖
縄
県
ま
で

の
１
４
５
町

村
か
ら
約
６

２
０
人
の
議

会
関
係
者
が

参
加
し
た
。

　

議
会
だ
よ

り
を
作
成
す

る
上
で
基
本

と
な
る
３
つ

の
方
針

○�

原
稿
を
書

く
時
は
で

き
る
だ
け

簡
潔
に

○�

ペ
ー
ジ
の
レ
イ
ア
ウ

ト
は
読
み
や
す
さ
を

最
重
要
視

○�

写
真
を
撮
る
時
は
テ

ー
マ
を
決
め
る

　

な
ど
に
つ
い
て
の
講

義
を
受
け
て
、
現
在
の

編
集
委
員
会
に
足
り
な

い
部
分
を
見
つ
め
直
す

良
い
機
会
と
な
っ
た
。全国から620人が集まった議会広報勉強会
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３
７
１
７　

岡
山
県
久
米
郡
美
咲
町
原
田
１
７
３
５　
『
美
咲
町
議
会
だ
よ
り
30
号
』
の
印
刷
部
数
は
６
４
０
０
部
、
経
費
は
１
部
36
円

発
行
：
岡
山
県
久
米
郡
美
咲
町
議
会　

編
集
：
議
会
広
報
編
集
特
別
委
員
会　
　

Ｔ
Ｅ
Ｌ
（
０
８
６
８
）６
６-

１
１
２
８　
　

Ｆ
Ａ
Ｘ
（
０
８
６
８
）６
６-

２
０
３
８

　

こ
の
ほ
ど
ｉ
Ｐ
Ｓ
細
胞

（
人
工
多
能
性
幹
細
胞
）

を
開
発
し
た
京
都
大
学
の

「
山
中
伸
弥
教
授
」
が
ノ

ー
ベ
ル
医
学
・
生
理
学
賞

を
受
賞
さ
れ
ま
し
た
。
こ

れ
が
実
用
化
さ
れ
れ
ば
、

難
病
に
苦
し
む
人
た
ち
を

救
う
た
め
の
再
生
医
療
の

実
現
や
新
薬
開
発
な
ど
幅

広
い
分
野
へ
の
応
用
が
見

込
ま
れ
、
文
字
通
り
日
本

再
生
の
切
り
札
と
し
て
も

大
き
な
期
待
が
寄
せ
ら
れ

て
い
ま
す
。

　

映
画「
三
丁
目
の
夕
日
」

に
描
か
れ
て
い
た
時
代
に

は
夢
物
語
と
さ
れ
て
い
た

ロ
ボ
ッ
ト
、
ク
ロ
ー
ン
技

術
、
再
生
医
療
な
ど
が
実

現
し
て
い
く
夢
の
あ
る
未

来
を
子
ど
も
た
ち
に
語
り

た
い
と
思
い
ま
す
。

　
　
　
　
　
　
（
松
田
記
）

議
会
広
報
編
集
特
別
委
員
会

委
員
長
　
松
田
　
英
二

副
委
員
長
　
小
島
　
洋
征

岩
野
　
正
則

金
谷
　
髙
子

草
苅
　
良
明

松
島
　
　
啓

編

後
集

記

大
おおやま

山炭焼きクラブ
町
内
の
サ
ー
ク
ル
を
紹
介
し
ま
す
。

楽
し
い
サ
ー
ク
ル
、
ユ
ニ
ー
ク
な
グ
ル
ー
プ
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

議
会
広
報
委
員
が
お
じ
ゃ
ま
し
ま
す
。

　現在の組織は、平成17年からです。
いつ頃から活動していますか

　日本刀の仕上げに使うマツ炭とヒノキ炭を備
前長船の刀匠会に納めています。

どんな活動をしていますか

　60歳〜80歳代の10人でがんばっています。
メンバー構成は

　大山地区（江与味）は、林業がさかんで、昔
から行っていた炭焼きを後世に伝えたかったか
らです。

活動を始めたきっかけは

　炭ができあがるのに約３週間かかります。で
きた時の達成感は、何とも言えません。
　また、メンバーで食事会に行くのも楽しみで
す。

楽しいことは何ですか

　備前市の子どもたちが、野外学習でたびたび
来てくれます。地域の若い世代にも取組みを継
承していきたいです。
　炭焼き体験会も募集しています。

これからの活動は

　子どもたちの炭焼き体験、森林の間伐体験事
業を広めていきたいので、ご支援をお願いしま
す。

議会に一言

皆さんの心と技を後世に伝承して下さい

日本の伝統を支える町民の皆
さんこん

にちはサークル紹介
第15回


